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緖 言

優良な種子を両場に播種し,卓越した技術と不斷の愛苗の精神によって初め 

て優秀なる山出苗を產出する事が出來る。而して優良なる種子を得る爲には, 

一方に・祖極的に林木品種を明らかにし,育種的業績により品種の改良に努むる 

と共に他方種子の採取,精選並に貯藏等に當り,愼!Eに之を行ひ優良な種子を 

得る小に努むべきである。品種改良は現在各方面から共の必要が叫ばれ,着々
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と改良計割が樹立せられてゐる。而して林木郁子採取,篇選,貯藏方面に於て 

も改良硏究せられたものも少くないが,トドマツ,エゾマツ勞北海道産祎了・に 

對しては尚硏究の餘地が多々あり,特に秋了・怖選は從來農業方而の供刀を襲用 

するのみで,特殊な事情を冇する林木秋子に對しては,特異な钠选技術の玳立 

力:急務と君へられる。その第一步として從來行はれつゝおる方法を充分枪的す 

る必要ありと認められたので,昭和13年秋幸ひに品郁改良駅驗の13,各出張所 

より送付を受けた苞果により是れが調在及試驗を施行して見たので,玆にその 

一部を取纏めた次第である。終りに本訓赤に當りては札幌,旭川兩支局長,兩 

業務課長並に支局,出張所及分擔嚴各位の多大の御援助に浴したがが多い。併 

せて妙に深甚なる謝意を表する次第である。

I飾 別

種子精選に使用する箭の目の大さ如何により,精選種子の純川:率に大なる影 

理を及ぼすもので,同一試料に就き徧の目を異にして稲別した結果は,第1表 

の如く純坟率に於て31.7%の差を生じてる。

唐箕による風選に際しても,套i子と混じたトドマツ鱗片及共の他夾雑物は, 

共の比重】•ドマッ種子より重いか,又略等しきものが多い故,ー菲ロ或は二番 

口より排出せられる種子に混じ容易に除去せられないで,共の純宛率が低下す 

第1表

篩の種類 篩の目の大さ
乾煥战果に對する篩別後

純!it 率
平均玷大最少

容:!it歩止 如:価步止

四目篩

五目篩

6.86mm
5.95 ~8.15

5.52 
4.0)～6.70

%
38.6

23.8

%
35.2

26.6

%
35.8

67.5

(名寄產トドマツに依る)
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る。例へば弟1表に示す四目陆及五目徑で柿別した秋子を,唐箕に夫々二囘風 

した牯果:に依れば弟2表の如く,叫目陆で選別したものは唐箕の回縛数を増 

し,風速を强めて風選を行っても容.驴こ純M率を商め視ない。

今五II沛で飾別した郁子"翅を取り除いた後,七目の陆で迅別し碰子よりや 

'大なる鱗片及樹脂等を除いた上,更に十二目の箭で秋子より小さい樹脂等之 

除去すると,純・宰は90%以上となり完全に近いものが得られる。此の試料を

第2表

飾の種類 風迥冋败 唐M・同轉欢
純

一番ロ 二番ロ 三番ロ

1分B $ な %
ョ七目飾 1 53.3 75.3 34.7 8.3

同 2 67.0 83.6 66.0 52.4
四II飾 1 70.5 66.4 24.0 15.2

同 2 82.0 78.7 53.3 33.1

二囘唐箕(切雑數1分間56囘及66囘)選別を行へば,純並率は95.7%に達する。 

此の關係を示すと第3去の如くである。

即ちトドマツ秋子•梢選に使用する箭の目の大さは母樹採取年度及採取地等に 

依り多少異るが,凡そ四目飾又は五目都で,未篩別離子を粗箭別の後,七目稀 

で更に小なる夹雜物を選別し,共の後十二目篩で秋子より小なる夹雜物を除去 

するを耍す。

第3表

篩のf'li類 飾の目の大さ
状料に對

皿 瓯

する步止

誓 &
純量率

七目飾

十二目篩

3.891nm
3.60 ～ 4.40

2.41
2.15 〜2.75

%
87.4

71.4

%
71.4

57.6

%

73.3

93.8

註 五目篩,七目飾とは一寸に付五つの目,七つの目の篩お浮ふ。
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II風 選

飾別後枇共の他の夾維物を除去する爲,風力による比禾選別を行ふ。之れに 

は通例農業用の唐箕を使用するが,姑等は農業用租了•特に稻麥,UHi常め選別 

を目的として製作せられたものが多い故,•小粒の比軍輕きモミ剧’タウヒ屬の 

秋子を精避するに柄々なる缺點をイjすると共に,從來の唐箕では風速を一定に 

するがが困難で種粒を均侔に分け難く,之等改良を•要する點が多々ある。今囘 

は現在一般に使用せられてる唐箕のトドマツ科［子に挡する精選能力を知る爲從 

來慣用のものを使用した。使用した唐箕は第1圖に示したやうに出口三ヶ所を

第1圖 

第2圖
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右し,ー备所了・,二帝秘了・,三番敬子と三稀に風選番が子來,又唐箕の魏(翼 

の長34cm,鈴の巾11cm)は4枚でその構造は第2圖の如くである。

a)風速と精選種子との關係

選別風速と耕这辙子の备・於口別の收W.•及發芽率,純节华の開係を知る爲,同 

一村料を風迎を％にして選別した結果は弟4,5表の如くでおる。風速は携帶用 

風速计で.三番口出口の風速を測定したが,種子及夾熱物が風速計の扇にあたり, 

正砥な風速を出す爭困却:でおるので,唐箕ハンドルの每:分の囘轉數を求め,別 

に朗子を入れない時の囘惻數と風速の關係により求めた。

第4表

產 地
'•風速及毎分

;冷均同转賢
禎類 L當 

皿代
1•當 
粒败

純歩単 發芽率 効率

下 川 75.5同 一番「1
Rr361.5 23,875 £：4 4Z〇

用
36.3

¢4.1 m/scc) 二番ロ 297.5 25,485 70.6 14.3 10.1
三番门 237.0 14,400 36.3 2.0 0.7

157.5 冋 一希n 331.5 26,700 72.7 32.0 23.3
(3.6ni/scc) 二番ロ 228.5 I2,8CO 31.9 3.0 >・〇

三番ロ 170.0 810 2.1 1.3 0.03

W 85.。 同 一番ロ 333.5 23,570 89.2 24.7 22.0
(5.5m/sec) 二番ロ 230.5 23,980 82.2 21.0 17.3

三雅口 227.5 20,920 67.9 16.7 11.3
60.。 冋 ー辭口 289.5 22,795 83.4 27.0 ,22.5

(3・7m/scc) 二作口 215.0 18,315 55.1 7.7 4.2
三雅n 202.4 4,584 13.8 0.3 0.04
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富K 9f 85同 
(5.5m/scc)

38.2 31.6 36.0 35.5 25.8 32.9

60何 
(3・7m/scc)

82.7 75.5 9.2, 11.2 8.1 13.3

尙前記唐箕の出口に風力計を固定し,唐箕ハンドルの囘蚓數に引する風速を 

測定し,各囘轉數五囘の平均によって毎秒の風速を實驗せるに第(;表の如くで 

ある。是れを岡示するときは第3同に示した阕こ切情數と風速の間には直線的 

關係がある。是れは手廻等に於ては或限度迄囘伸數の増加に比例して,風速の 

増大することを示す。

第6表

3〇 秒 IIIJ 30秒間
阳レンドル, 叶芽依 實側依 眺必 唐Sドル: 實仙血〔 :;5i 災
间轉败 m/sec 1 m/sec 冋粘敦1 m/scc | m/scc

15 1.661 1.66 0.00 35 4.42 4.35 + 0 07
16 1.80 1.89 一 0.09 36 4.56 4.52 + 0.04
17 1.94 1.97 一 0.03 37 4.70 4.69 + 0.01
18 2.08 2.12 一 0.01 38 4.84 4.85 -0.01
19 2.22 2.19 + 0.03 39 4.98 4.93 + 0.05
20 2.35 2.36 一 0.01 40 5.11 5.21 一 0.10
21 2.49 2.50 一 0.01 41 5.25 5.28 一 0.03
22 2.63 2.61 + 0.02 42 5.39 5.43 -0.04
23 2.77 2.75 + 0.02 43 5.53 5.57 -0.01
24 2.91 2.85 + 0.05 44 5.67 5.67 0 03
25 3.04 3.03 -0.04 45 5.80 5.82 一 0.02
26 3.18 3.12 + 0.06 46 5.94 5.94 0.00
27 3.32 3.27 十 0.05 47 6.08 6.08 0 00
28 3.46 3.47 -0.01 48 6.22 6.21 + .0.01
29 3.6C 3.64 一 0.01 49 6.36 6.36 0.0)
30 3.73 3.73 0.00 50 6.49 6.47 + 0.02
31 3.87 3.84 + 0.03 51 6.63 6.68 一 0.05

..32 4.0 3.97 + 0.04 52 6.77 6.76 + 0.01
33 4.15 4.止 0.00 53 6.91 6.92 一 0.01
34 4.25 4.2( + 0.09 54 7.05 7.1C 一 0.05

£ =1.23 84〇::=0.03 _

固って直線式 W=a + bRで示される。

ヽVは标秒の風速(msec)でa. bは定數である。Rは30秒朋の唐箕ハンド共

最小二乗法によりa. bを求むると唐箕の囘螂數に對する風速の實驗式は,

W=0.138 R—0.406

に因って示される。

計算値と實測値との誤差は第6表後段に示された如く僵少であって,本式を 

以って滿足せらる。

第4, 5表に依れば
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U)風迷・早き場合には,遞き場合に比して一番口及び二・帝ロの收量を減じ,

三稲口の收冷を増加すろ。

(2) 風速早き場合には,各非uの1L當币此 粒數を増加すると共に純,•・率 

を高くす。

(3) 風逝虫き場合には,ニ希口以下の効率は5.0%以下に低下し,不良品

で實用に供し得ない。

b)唐箕選別囘數と精選碰子との關係

風送を繰返すことにより,秋子の收是,純林率並發芽率に如何なる關係があ 

るや否や調査する爲,同一種了を三囘繰返し選別した結果は第7,8表の如くで 

ある〇

第7及8表の秋子に付き,lkg當の發芽可能種子粒數を計算すれば,第9表

第7表

第一同

三将口一番ロ

一番n

下川產トドマッ 

節別後種子

100
100

170.0
810
23.8
6.2
2.1

唐箕同中専數(［分間)

57.5 间

如:批

粒败 

容量指販? 

币如指敗 

純弱率 

［發芽率

22瞧純量率31'.&
3.0

呆331.5純景率72.7
败26,700發芽率32.0 

二番ロ<

［ 亂209.5純量率70 6 
粒 敦16,515發芽率28.7

容量指數:

如:址指數

‘甲:批
财
粒數12,803發芽率

容米指奶:8.5
如:却:指败 8.2

正

粒

容弱指數87.7
却:強指敷85.6

第二同 62.0同

如:353.5純衆率83.4
粒 败29,730發井率30.7
容景指數42.5 ー芥ロ

祈量:指數75.2

衆249.5純衆率成3
效21,365發井率32.0

容衆指姒:8.6 三番ロ ・

正領:指败8.7

1L常
如:衆 202.41L當
粒敗 7,747

容址指敗 16.6
聞指數 1.7〇 ・
純衆率 20.6
發芽率 1.7
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弟三同 64.0同
I 'R 临 267.5 tr •； 1L証 kt •: . US

|( •ほ40S.U桂量甲85.1 (成缺305.•技量申76.3 錢败22,700
I村 岐31,440仗•芽率35.3 I性 败29,905發井率8.7G 曲ft揖败 3.1
j岩量招部 28.2 - j容量指败17.9 J「 、诚拊數 3.0
•RIWSW X.3 ' jltfitiHft 11.2 ' 施 量 率 54.8

發芽率 2.7

第8 表

名枷トドマッ

脫離術子

〇刖後神子

ー桥 Uー;

•第二冋 67.0冋

一将门
8.6
5.4

52.4
7.0

世N.冋曲败 
第一同 53.3冋

•0:功276.5純及率66.0
裁 數22,160發芽率24.3一 y

・ ニ希 n ・
容衆用數26.2
禾:琰指數23.5

預量238.5
粒败17,575

"容笊指數

皿量指败 

純®率 

發芽率

•R量 

tt ft 
・量指數 

•R®ffift

•1¢呆314.0純此率75.3
粒 數24,060發芽率38.0 n 

二番「I
容:危指敗82.8
:币:•代指數 84.1

209.5註聚:中21%

4,785發芽単26.3
419.9
376.4

如:揪343.5純衆率83.6
粒 败26,045發邸率43.0 一

ー祁: ロ・
容牡指敗 48.0
质丽贩 55.3

* 305.0純批率67.5 
數21,400發芽率29.7

容量指數

聞指败

100
100

1L當 gr %
1い富 KT-R 早!92.0 1L舂

•1¢衆 242 〇施景率34.7 粒數?,865

ヽ
栄數13,600發芽率6.0_b 

二旅口
容量指數 6.4

容:［貪指败 10.8 币氛指败 7.2
%

•腳牌 8.7 純iit率 8.3
發芽率 3.0
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第三同 60.0同
1谊量1〇5.う 1® _ " % ”苗 Rr « 1115

(也 最 381.5率 84.3 插顶:仕 274.0軸量率 54.7 W 9t 600
粒 數30,080»芽率35.0 一 ’粒 數18,51喚若率1〇・3… ‘胡址)6.0 

"|容衆指數38.2 一" 容剛數3.8 二""「,脚倾 2.0
’亚破指數•50.5 kim指败 2.8 粧 低率 &

(發芽率 4.2

の如くである。

唐箕による種了•精選は技初1分間45囘(平均風速2.7m/'scc)內外の囘轉の風 

速で風選し,翅翼・塵埃•輕かなる世又は不充實種子を除去し,その-•番nより 

排出せられた種子を前よりもや、早く1分間55囘(平均風速3.3m/scc)內外で, 

再度精選した種子の一希口を,播稀用秘子として實用に供するを可とする。1 

分間65囘(風速4.1m/sec)以上の風速で精選するときには,ニ希口より出たる 

種子を再度1分間55囘以下の風速で精選するを要するのである。2囘以上灿選 

を繰返す邪はその精選効果少き樣に,恩はれた。

第9表

産地 摘 要
1kg當 
發芽 
可能敷

同 

指敷
布地 摘 耍

1kg常
發す 
可能败

同

折败

名寄 脫離種子 6,007 28.8 下川 脫離秫子 一 —
篩別種子 20月38 100.0 篩別種子 22,751 103.0
一同 一同
一番n 29,117 139.7 一番n 25,632 112.7
二番n 3,552 17.0 二番n 1,690 7.4
三番ロ 448 2.1 三番ロ 62 0.3

二同 二冋 ヽ ・

一番n 32,603 156.5 一番n 25,556 112.3
ニ希口 19,475 93.5 二番ロ 27,347 120.2
三旅口 5,158 24.8 三番ロ 645 2.8

三同 • 三同
一番ロ 27,596 132.4 一番n 27,746 122.0
二莎ロ 6,958 33.4 二番n 8,586 27.7
三番ロ 237 1.1 三番n 2,268 10.0
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m水 選

トドマツ"の發:芽:率ー•般に.惡きは,共の楸子中に多択の枇及渋.セ含むため 

で,是れが除去は發芽率を高める部になる。帆.澀及充實積于の比]Rは大なる 

差がない爲風選に於ては,枇及洪郁子•を完全に除去する事が出來ない。今秋子 

の吸水能力のれによる楝了の水中に於ける沈下時間の差により,枇•氓種子及 

夾兼物の除去を計り,發芽率及び純・率の向上を剥査した。此の試料として名 

奇谣トドマツ二囘唐箕選別をなせるー混门•二潘n・三番n秋子を採り,之を 

ビーカに淸水を滿たした處に投入し,1〇分.4時間•G時間.12時間•24時間• 

3G時間•駅時f11]. 60時册•74時間經過後浮上林了,沈下植子別に採集し,乾燥 

の上砌:•粒數•發芽率及純讹率を調花した。共の結果は第10表の如くである。 

以上の結果から見れば,

(1?水選G時間以內に沈下せるものは大部分樹脂で,種子・は極めて少い。

(2) 水選12時間を經過まれば,沈下種子怠;増し,24時間以後に於ては,浮 

上・初下秋子の割合が24時間以前と反對に成り,共後次第に沈下楝子を増し, 

74時間に至りては大部分沈下する。

(3) 發芽率に於て,水選6時間以內に沈下せる秋子は發芽力全くなく,24 

時以後に於ては,沈下秋子が浮上種:子より發芽率が良好なり。共の後R時間に 

至れば浮上種子の發芽率は容となる。

(4) 純堆率に於て,水選6時間以內の沈下物には大部分樹脂共の地夾椎物 

が多い故純:底率は特に悪く,24時間以後の分に對しては夾雑物が沈下と共に極 

子の・も多くなり,純型率も良好となるも,尙水選前の稚子に比し純M率は低 

下する。之に反し浮上利!子は夾雜物次第に沈下するもの種子に比し多き故,水 

選前の試料より一般に良好である。

(5)浮上.沈下種子の粗:.液の割合を各水選時間別に試料300粒に付き調
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充せるに第11友の如くであろ。是れによれば一香n郁了•に就き拱:の:切合は浮上 

種子の24時間経過後內容充實したものか:沈下し初めると共に急増し,74時間に 

至れば100 %に建する。沈下郁子に於ては4時間迄は枇種了・沈ドしないが,fi 

時間以後は次第に沈下し,24時間以後では40-50%內外の既を含む。渋林『は 

最初4時間以內に沈下し初め,36時間を經過すれば大部分沈Fし了へて,74時 

間に至れば遂に全く沈下する。次に內容ある種:子は水選】2時間の分より沈Fし 

初め,60時間を終れば大部分沈下する。二菲ロ・三番口も同樣ご唯« 割 

合を增加し,反對に內容充實秋子を減する。

以上に依り水選は充實種了と共の他不良種了及夹紺物の沈下時間の差によつ 

て選別するので,一定時間經過後技初沈下した樹脂共の他夾離物及渋抓『を除 

くと共に,共の後に殘った浮上稲子は殆んど枇粒子なる爲,之を除き優良仙子 

を選別する。此の方法に依ると先づ一番口に於ては,6時間以內の沈下物及び 

74時間後の浮上秘子を除外することに依り,币:飛に於ては7.5%,粒數に於ては 

6.51%の不良彼了•及夾雜物を除去し得て,計算上2.3%の發芽率を髙め得る。尙 

若干の發芽诃能種子を犠牲にすれば,水選12時|川以內の沈下種子及水櫃;〇時間 

以內の浮上種子を除去するにより,水選前の發芽率33.7%を水選後39.7%に,純 

址率に於ては水選前82.5%が水選後91.1%になし得る。即ち發テ率に於ては6.0 

%,純#:率に於ては8.6%の向上を得らるゝも,棄却すべきもの、內發芽可能數 

は100粒に付き8.6粒の割合である〇

二番口に於ては一番と同様に,水選12時間以內の沈下種子及び水選6〇時間以 

內の浮上種子を除去することにより,水選前の發芽率］8.3%を水選後25.4%に, 

純量率に於て57.0%を64.5%になし得る。併し棄却すべきもの、內發が可能數 

は100粒に付6.7粒の劉である。三番口に於ては水選12時間以內の沈下種子及び 

36時間以內の浮上稲子を除去すれば,水選前發芽率4.3%を10.1%に,純址率57.0 
%を64.7%になし得る。棄却すべきもの、內發芽可能數は100粒に付き1粒で 

ある。
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故にトドマツ水他よ若干の効果け認められるが,秋子浸水,浸水後の乾焼 

等に手數を多く要する割に効果少き故,實用上には現在の方法に於ては,大な

る期待をなすことはI目難である。

第10表

1〇分4 !1J：|I；］' 6 IlVim121明用X時間36時間48心間&)心間74心問

「I漩割企 1.98 3.50 4.50 13.50 85.00 70.93 86.C0 92.39 96.50
—•

沈下備・
JttTOin- 0.03 1 02 1.44 5.35 82.72 49.49 80.00 8S.5S 94.93
1純％t率 — 28.6 11.1

0.0
25.9 77.5 71.7 78.5 78.0 81.3

存
發衆率 — 0.0 5.7 33.0 35.0 36.7 45.3 34.7

n 项任割合 98.02 96.50 95.50 86.50 15.00 29.02 14.03 7.61 3.50

浮上"
粒数割合 100.00 98.98 98.56 94.65 17.28 50.51 20.03 11.42 5.07
純M率 84.3 82.4 85.3 92.5 69.7 92.3 96.4 93.3 85.7

子
發芽率 40.0 37.0 43.0 47.3 22.1 8.3 16.7 2.9 0.0

試料一番ロ稲下 沌量率 82.5% 發芽率 33.7%

亜』!:割合 6.00 “5.03 11.00 25.37 76.56 69.04 74.88 85.71 94.19
二

沈下秫孑
,粒數割合 0.00 1.23 3.73 6.00 70 30 62.41 77.83 75.93 88.59
純fit率 r 10.0 18.2 31.4 72.8 75.7 55.3 57.1 58.6

存 ■ 發井率 0.0 0.0 6.1 14.0 35.3 18.3 22.0 15.3

n 冊正割合 94.00 94.97 8).00 74.63 23.44 30.96 .25.12 14.29 5.81

浮上秫孑
勅數割合 100.00 98.77 96.27 94.00 29.70 37.59 22.17 24.02 11.41

T'fi 純:ht率 68.6 65.6 71.3 80.0 91.1 95.1 41.2 96.4 92.9

子
發殊率 15.3 18.7 .15.3 16.7 1.0 19.7 7.0 0.7 0.0

就料二神「1秫于 粧量率 57.0% 發芽率 18.3 馅
—————— —

质毋割合 3.05 12.31 20.81 28.24 47.83 65.98 72.96 一 86.15
三

沈下孤子
•粒敷割合 0.00 3.28 6.12 8.41 28.44 45.57 56.06 — 78.73

将
純:低率 一 8.3 9.8 13.1 33.0 40.6 44.1 一 50.0
發芽率 一 0.0 0.0 0.0 4.7 7.3 2.1 —• 2.3

ロ 却:畑割合 96.94 87.69 79.19 71.76 52.17 34.02 27.04 — 13.85

浮上称子
収數割合 100.00 96.72 93.88 91.59 71.56 54.43 43.94 一 21.27

秫 純量率 59.5 55.0 61.5 63.4 79.2 84.8 90.6 一 88.9
發芽率 5.3 6.3 3.7 7.3 5.7 1.0 1.0 — 0.0

子

找 料 三番ロ孤子 純蛍率 57.0% 發芽率 1.3%
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第11表

甘 5間6叶神12時問由時問列郴J 48毗屮・吋,間7•邱間壤;之水

1— _____
87.7 80.0

律上
桃 43.0 37.3 37.3 37.3 50.6 95.4 100.0 39.7

番 

n

溢 5.7 7.7 3.7 5.7 24 7 1.6 1.7 1.2 00 9.C
種孑 内 容

(あろ«の 51.3 55.0 59J〇 57.0 V.7 10.7 18.3 3.4 0.0 51.3

種
枇 — 0.0 22.0 36.8 50.7 47.7 52.0 41.3 52.4

沈下
叢 一 1000 77£ 54.0 3.3 14.3 7.7 6.0 7.3

子 種子1 内 容 
1める1の

— 0.0 0.0 9.2 46.0 38.0 40.3 52.7 40.3 一

妣 

渋

72.0 69.7 73.0 75.3 97.0 69.7 65.0 98.0 1000 68.3
―• 浮上 8.3 7.3 6.3 5.0 0.7 2.0 24.0 1.0 0.0 6.C

ロ

種f 内 容
［ある1の

19.7 23.0 20.7 19.7 2.3 28.3 11.0 1.0 00 25.7

種
(枇 一 38.1 34.4 39.8 78.7 56.6 67 0 62.0 71.7 一

沈下
渋 61.9 65.6 52.0 3.0 3.5 8.3 12.7 9.0 一

子
内容 1あるもの

— 0.0 0.0 8.2 18.3 39.9 24.7 25.3 19.3

(IJI 81.7 87.3 904 86.7 91.4 95.3 98.7 100.0 79.7
二 岸上 J i& 11.0 4.7 4.3 4.0 2.3 3.0 0.0 ーー 0.0 14.0
番

ロ

称孑 j内容 
1あるもの

7.3 80 5.3 9.3 63 1.7 1.3 — 0.0 6.3

沈下
- 34.0 39.8 55.8 64.4 79.0 81.0 — 88.0

仰
派 66.0 60.2 44.2 28.3 10.0 15.3 一 8.7 —

子 種子 内 容
Eあるもの 一 0.0 0.0 〇〇 7.3 11.0 3.7 — 3.3 一

IV石油選
各稲の比重液を以て種子を選別する方法は,從來も用ひられたが,トドマッ 

種子に對し,選別能力ある從來のアルコール類は最近頗る高價であり,又山 

間僻地等にて手に入る事が困難なる爲實用的には用ひられない現狀である。因 

って之に代はる他の安價で容易に手に入る事が出來る比重液として,石汕(燈 

汕)應用を試みた。而してトドマツ種子は長谷川氏に依れば比重:0.80アルコー 

ルの液を用ひて選別を行ふ場合には,完全に枇種子を除去し得ると言はれ,之 

に代るものとして石油の精選能力及石油の種:子に及ぼす影锣を調如した。

15

從來il岫油の比术は0.780乃至0.825で,平均比址0.810と見られる。一般に 

パラフィン戒朕汕よりの燈油り標準比市:は0.80〇,ナフテン族原油よりの燈油の 

標邱比ズは0.82(),米國庵石油は比诋0.78—0.79で,歯国电我园旋の石油は0.82 

內外で,事變以後現在市場にある比页の最も朴きものはポー メー 42度即ち0.812 

でおる。今四帽選に用ひた石油は小倉“油荊辭卩,測定比m.Sl35と受國石油 

0.8399の二秘である。

a)石油精選能力調査

研其でコ田精:選の-•缶口種•『を各1,000粒宛試料を取り,•石油(比琪0.8135) 
申に之を投入し1,2分の後共の沈下神子.浮上報子別iこ之を取り出して,共の浮 

沈の削合及び發芽率を見たのに,第頂表の如くでお、る。

第12表

產 地 描 35
浮沈の fi 分 率

發芽率
割 合 秋! 渋 紙害 內 容

める«の

旭 川 旅秫子
汚 

100.0 14.3 26.3 0.0 59.4 %28.3
沈下稲子 63.3 0.0 14.3 0.0 85.7 46.7

■ 浮上種子 36.7 50.7 27.3 4.3 17.7 6.6
夕 眼 曜秫子 100.0 25.3 32.0 1.0 41.7 20.4

浮下秫子 64.1 0.0 26.0 1.0 74.0 42.1
存上種子 35.9 69.3 33.0 3.7 4.0 1.5

江 差 原種子 100.0 37.7 17.6 2.0 42.7 23.9
沈下秫子 65.4 0.0 34.3 00 65.7 32.7
浮上稲子 34.6 55.7 34.0 8.7 1.6 0.3

次に飾選のみの種子を前囘と同様石汕選を行った結果は第13表の如くである。

以上の結果より見れば,石汕選に依り漩及虫害種子に對する選刖は充分でな 

いが,粗:種子は完全に除去し得られ,發芽率に於て倍以上の良種子を得らるる。 

浮上の種子の發芽爭は以上の結果によれば最高6.6%で他は1.0%內のもの多い 

が此の關係は,母斟に依り異り一般極子に比し比重輕きも,尙發芽力を有する
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第13表

産 拖 舖 姿
•

TT 分 率

發殊甲浮沈の 
削合

世 渋 細害 内 容
わるしの

定 山溪 協材1子
寄 

1000 53.0 34.7 0.3 12.0 七7.8
沈下植子 293 0.0 60.1 1.0 38.9 23.<>
样上称子 70.2 64.0 36.0 0.0 00 0.0

K 9f K(拔子 100.0 38.0 16.3 1.3 44.4 23.4
沈下種子 59.5 0.0 27.0 0.0 73.0 43.7
存上種子 40.5 62.7 32.0 4.0 1.3 0.8

內容充實耗子があるから,•址め多前の種子の石汕選を行ふ場合には,その队料

の內一部分を選別しその浮上種了•を切斷し,以て內容充實供了・のイj無を檢する 

のを完全とする。

第14表

產 地 53別法 摘 要

札

靑卜

同

同

旭

赤卜

同

鳏比如:

ド03135の石油

比正
0.8399の石油

ア,レコール波 
(數冋使用tf 

る純アルコ 
->レ波)

川比亚
ド0.8135の石油

アルコーJレ波

原種子 

沈下稲子 

浮上種子 

I沈下秫孑 

'浮上秘孑 

「沈下稲子 
!日上秫子 

原翔子 

沈下秫子 

浮上稲子 

(沈下秫子 

1律上稲子

百 分
宰L.

浮沈の 
割合

枇 波 価害
内容あ筲务率 
る«の1

! %i 100.0 25.7 18.0 0.0 56.3 %27.9
73.4 0.0 18.7 0.0 81.3 44.1

：26.6 58.7 32.3 5.6 3.4 0.9
53.8 0.0 14.3 0.7 85.0 47.4
46.2 j 64.7 18.3 1.3 15.7 7.9

j 68.0 0.0 20.3 0.0 79.7 40.8
:32.0 61.7 28.7 1.0 8.6 3.8

100.0 34.7 8.0 1.0 56.3 32.1
48.2 0.0 8.0 0.0 92.0 53.6
:51.8 夕9.7 6.0 1.0 23.3 14.1

54.6 0.0 20.0 0.0 80.0 45.5
45.4 43.0 18.0 27.7 29.7 9.1

b)石油の種子に依る精選能力及アルコール選との比較

市販石油には名・種の比重を異にする製品が有り,同一;试料を比車の異にする

石油即ち前紀小倉石油と愛阈石油とを用ひた結果は第14裘の如くでおる。

17

比币帀ほ石汕にて行ふ場合は內容を右・する秋子多數浮上りて目的に添はない。 

故に現在市収の狼も比匝経きボーメ42度の石油を用ふるを安全とする。次にア 

ルコール選との比較をすれば,第14表の如く大差がない。

第15表

«梁 縊片 秋栗
若生・
Mftft

金 積小曲池 切 峨 甘 果
计辿 
種子・に

"1*
"に

AM 港孃 球
Hl子数植子數・子數

淡
内群む対すS 
ろもの發芽率

対する 
發料

51幌 BSt
cm

118.60 I 〇r8647 73 13 60 31 8 21 24.3
叶 20.0

1)2.92 2 1.4552 79 3 76 22 2 〇 52 51.4 49.5
W 19^2 3 1.6199 84 1 83 16 2 〇 65 57.8 57.1

4 1.4231 79 2 77 26 6 〇 45 39.4 38.4
5 0.7850 84 33 51 22 18 〇 11 13.1 7.9

ui- 6.1479 399 52 347 117 36 〇 194 — —

夕Si H型
cm

11 6.50 I 0.3392 64 15 49 32 7 3 7 10.6 8.1
1)2.40 2 0.7310 77 8 69 29 11 2 27 28.7 25.7
W 10.8 3 0.6169 58 8 50 21 3 3 23 32.4 27.9

4 0.4915 55 4 51 16 17 3 22.0 20.5
5 ,0.2217 56 32 24 21 3 〇 0.0 0.0

叶 2.4033 310 67 243 119 41 11 一 —

下芦別 C12S
cmIL 6.90 1 0.3086 66 38 28 14 6 〇 8 14.6 6.2

1)2.37 2 0.4639 61 21 40 18 14 〇 8 15.0 9.8
K*W 8.8 3. 0.6309 72 16 56 24 19 〇 13 13.4 10.4

4 0.6465 69 14 55 31 16 〇 8 10.9 8.7
5 0 5357 74 31 43 21 12 〇 10 13.5 7.8

什 2.6356 342 120 222 108 67 〇 47 — 一

定山溪 Ci型
cm

IL 8.20 1 0.4470 80 18 62 24 12 25 27.9 21.6
D 2.32 2 0.6839 80 〇 80 21 18 〇 41 35.6 35.6
W 10.4 3 0.7800 85 〇 85 25 11 2 47 42 4 42.4

4 0.7557 74 〇 74 15 5 2 52 57.7 57.7
5 0.3682 86 22 64 29 18 〇 17 18.3 13.6

ill- 3.0348 405 40 365 114 64 5 182 — —
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第16表 第17表

毬果 鱗片 毬果 種子 
曬
Wiffc

種子 全 微小洛狙 切 結 果
g汕全

’し:沛f-.： 毯果 理果 御孑 
彩生 
帆 
_ご ,

探子• 全 微小暢通 切 »r 染
渉油全 
種孑に6I刊ニ

產地 形態

匚

形状 正衆 祐子數学子數 枇 涯 斷;：
内容あRす7、Rする 
る«の波«单發呀早 1 1

帝地 形爆 形状
cm

ヽ 毬子败H5子败 ___ • 没 酬 ■ 内審あ 
るもの

對する
發芽皐

対する

定山溪 ら型 II 7.4 1 0.1892 44 21 23 23 〇 0 0 0 0.0 下广別 1•:型 11 6.3 1 〇.-1148 60 16 44 31 11 〇 2 1.1 0.8
2 0.3986 57 26 31 29 2 〇 0.0 00 2 0.5403 52 7 45 21 13 1 10 10.4 9.0
3 0.4740 57 14 43 40 3 〇 0.0 0.0 3 0.5218 51 8 43 35 3 〇 5 6.0 5.0
4 0.5055 60 7 53 45 8 〇 0.0 0.0 4 〇 4580 51 4 47 37 9 〇 .1 1.5 1.4
5 0.2355 53 19 34 29 5 〇 0.0 0.0 5 0.3378 49 19 30 19 6 〇 5 9.0 5.5
浙 №028 271 87 184 166 〇 〇 0.0 0.0 J' 2.2727 263 54 20? 143 42 I 23 — —

------— __ cm ——— ——
下芦別 CZ型 II 8.3 1 0.3325 60 17 43 36 〇 〇 7 105 7.5 冠 1•:型 11 5.8 1 0.4660 63 22 41 23 1 〇 18 22.2 14.4

D 2.6 2 0.7105 68 5 63 39 5 〇 19 20.8 19. > 2 0.4286 36 8 28 9 2 〇 け 42.5 33.1
W 12.7 3 0.8789 76 4 72 37 6 〇 29 29.4 27.4 3 0 4834 37 5 32 8 1 〇 23 40.6 35.1

4 1.0441 84 I 83 40 9 2 32 31.6 31.2 4 0.6175 54 14 40 14 1 〇 25 42.5 31.5
5 0.5325 72 23 49 32 9 1 7 8.6 5.8 5 0.3878 53 26 27 14 〇 〇 13 21.5 10.9
叶 3,4985 360 50 310 184 29 3 94 一 一 ill- 2.3833 243 75 168 67 5 〇 96 一 —

—— ——— ——一 — <•111
-- 1--— — ----—

タ眼 口型 II 7.6 1 0.3709 59 31 28 6 1 1 20 51.8 24.6 下 川 IC型 11 6.8 1 0.2164 50 24 26 25 1 〇 〇 0.0 0.0
2 0.8649 74 5 69 16 1 1 51 57.5 53.6 1)2.43 2 0.3605 46 1 45 38 1 〇 〇 10.0 9.8
3 0.9130 89 6 83 21 8 〇 54 48.6 45.3 W 8.6 3 0.5390 62 7 55 32 3 1 19 23.6 21.0
4 0.7989 66 5 61 10 8 〇 43 53.6 49.5 4 0.4979 58 4 54 34 2 I 17 14.8 13.8
5 0.2985 48 25 23 10 5 1 7 11.3 5.4 / • 5 0.3021 64 29 35 27 〇 1 7 12.9 7.0
叶 3.1962 336 72 264 63 23 3 175 的 1.9159 280 65 215 155 7 3 43 — —

— —— -,- -' —一 一———— — ——--- —— ————— —— ——
下芦別 ])型 I I 6.60 1 0.4480 82 26 56 25 1 〇 30 36.1 24.6 下芦別 F型 II 6.2 1 0.3336 48 10 38 28 7 2 1 0.8 0.6

D 2.29 2 0 3300 44 2 42 26 2 〇 14 22.9 21.8 2 0.4575 48 6 42 23 13 5 1 1.2 1.0gr
W 8.6 3 0.7718 92 1 91 43 2 -〇 46 33.3 32.9 3 0.5707 48 〇 48 26 15 3 4 4.8 4.8

4 0.5025 72 15 57 32 3 〇 22 21.6 17.1 4 0.7229 69 〇 69 32 26 6 5 4.3 4.3
5 0.1559 52 35 17 9 1 〇 7 25.9 8.5 5 0.3443 53 30 28 13 12 3 〇 0.0 0.0
計 3.1962 342 79 263 135 9 〇 119 —- 的 2.4293 271 46 225 122 73 19 11 — —
— —— —— — — —— — ———

下芦別 D型 117.90 1 0.4420 104 52 52 46 〇 〇 6 8.1 4.0 夕 服 F型 II 7.3 1 0.4709 ヽ64 11 53 30 3 1 19 20.9 17.3
D2.395 2 0.5257 78 7 71 61 〇 〇 10 9.6 8.7 I) 25.3 2 0.7829 70 13 57 31 6 1 29 32.1 26.1
\V 11； 3 0.7378 93 4 89 51 〇 〇 38 30.0 28.7 ヽV 9?9 3 0.8760 68 3 65 15 7 〇 43 49.1 46.9

4 0.5729 76 13 63 37 〇 4 22 21.1 17.5 4 0.7956 72 2 70 37 I 〇 32 31.9 31.0
5 0.2668 95 66 29 23 4 1 I 1.7 0.5 5 0.5013 63 11 57 15 3 1 28 38.2 32.0

計 2.5452 446 142 304 218 4 5 77 ,計 3.4267 342 40 302 128 20 3 151 一 —
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第18表

毬果 麟片 毬果 種子 
着生・

m- 全 徴小啓汕 切 斷 結 果
群近全 
仰 Pi：|F4iTi：

産地 形態 彩伏 &
種子數倍子咖子數 Ut 涯 紙害 内g 

る七の
對十和宣する 
建芬率位芬,

下芦別 G型

-

CIII
H 6.5 1

2
3
4
5
叶

0.2386
0.4260
0.4671
0.5170
0.2119
1.8606

63
63
56
.65

63
310

31
19
6
6
44
106

32
44
50
5)

19
201

l>>
27
23
37
IO
N6

7

9
5
4
5

30

〇

2
3
2
1
8

6

19
16
3

50

9.4
8.4

24.4
15.1
6.3

4J
55

2lt
13.：
|>

主夕張 (を
C1II

II 6.4
D 2.45

伊 W 9.0

1
2
3
4
5
叶

0.3678
0.6395
0.6602
0.8560
04157
2.9392

63
63
64
87
70

347

17
〇

〇

〇

12
29

46
63
64
87
58

3,8

22
32
34
44
37
169

2
9
10
14
6

41

〇

〇

〇

3
〇

3

22
22
20
26
15

105

32.0
20.0
23.0
17.2
13.6

23.'

23.(
17.：
11.：

備考 1.鱗片形態皿 Ci.Cz.D型はアチトドマツ,E. F. G娥はアカトドマツ<める。

2.毬果修側Iは毬果の長さ,I)は毬果の最大证徑,、ヽ・は近;正て・める。

件 不晰叩

C)石油の種子に及ぼす影饗

種子が長時間,石油中に在る場合にはその種皮を透して內部に浸入して害作 
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用がお・へらるゝ杓,石汕に投入後浮沈の定まるのを待って直ちに取出し,之を 

刷場に播辙した。又石油より取出した後木灰(毬果・題片等の灰を利用)を以 

て石汕を充分吸收せしめて,衣面に附芾した石油を除去したる後同様播楝した。 

その結果に依れば,石油の害作用は若干認められるも實驗結果少く,又浸油時 

間が發芽率に及ぼす影弟並石油選前子の貯藏した場合は,如何なる結果史及ぽ 

すか等は後日訓査を行ふ见込であ・る。

V 毬果の性狀と精選との關係

a)毬果の郭位と精選との關係

胚珠の毬果に朮生せる部位に依り,開花時期に於ける受粉の狀況同一ならざ 

る爲,毬果各部位に於ける此 滋の多少等に影网し,從來調住せられた如く珑 

果下部の税了は,殆んど發芽力を冇せないものとすれば共の部分を竅初から取 

り去り,精選す始を冇利とする。今此の關係を明にする爲靑トド曲果9個,赤 

トド毬果7伽を取り,共の;毬果の全長を五等分した陟を以って秋子を分けその 

禾一任・種子败 發芽率等をXtした結果は第!5-18^の如くである。本表に依 

り16個平均の枇含有率.原師子に對する微小種子の含有率.發芽率等を苞果着 

生別に求むれば,第4［刷の如くで,發芽率に於ては中央部最高で,第一囘篩別 

後には28.7%に達し,:最下部は同樣12.1%でその差大なるものが有る。即ち中 

央都は發芽率髙き內容充實した秋子の多いのに反し1:最低部は微小種:子の含有 

率の多いが•即ち上部より応せられて完全に秋子の形をなさないもの多く,之に 

反し:最頂部の發芽率は最底部より住良であるが,貌が多く受精の關係佳良でな 

いと認められる〇

尙この關係は毬果の先端部又は底都の形態的差異によって支配せらるゝ事も 

多いと考へられる。次に毬果の長さと種子數の相關關係を求むれば,全秋子に 

瞿すしては,



22

了= + 0.239±0.007

篩別後種子に對しては,

r= + 0.229±0.008

相關程度は密接でないが,一般に毬果の•長さ大なるもの,秫了•數の多き％が

認めらる〇

第19表

種子 
產地

仙子
若生發芽率
位 l?£ 1

枇 
含冇率

渋 
含冇率

平均 
比jR 摘要

100杭 
の底從 比币:

旭 川
上 24.7 49.0 31.0 0.621 沈 

浮
下 
上

13526
0.7014

0.828
0.564

中 46.2 38.7 2.7 0.795 沈 
浮

下 
上

1.4597 
0.9302

0 809 
0.598

下 43.3 38.3 1.7 0.779 沈 下 
上

1.3300
0.8567

0.816
0.601

富耳野
上 25.2 38.3 9.0 0.771 下 

上
1.0100
0.6060

0.815
0.587

中 32.5 33.0 2.3 0.730 下 
上

1.2249 
0.8086

0.821
0.588

下 27.2 33.3 12.0 0.786 下
J-

1.0073
0.6813

0.820
0.592

新 冠 上 10.7 79.3 2.3 0.721 沈 
浮

下 
上

1.1034
0.6998

0.799
0.598

中 12.7 82.0 2.0 0.735 沈 
浮

下 
上

1.J957
0.8346

0.793
0.624

下 7.2 84.7 2.7 0.728
浮

下 
J-

1.0326 
0.6997

0.804
0.620

深 川 上 21.0 49.5 5.7 0.711 沈 
浮

下 
上

1.0188
0.5186

0.980
0.671

中 27.7 49.3 2.0 0 783 沈 
浮

下
J-

1.1442
0.6350

0.932
0.668

下 30.8 54.5 3.3 0.765 沈 
浮

下 
上

1.0538
0.6125

0.941
0.665

定山溪 上 3.5 67.7 16.0 0.760 沈 
浮

0.6319
0.5255

0.754
0.589

中 4.2 54.0 20.3 0.730 、沈 
浮

0.7564
0.6838

0 791 
0.602

下 2.5 60 0 57.3 0.750 沈 
浮

0.7410
0.5490

〇 784 
0.597
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平均 上 17.0 568 12.8 0.717 下
上

1.0243
0.6109

0.835
0.602

中 24.7 51.4, 5.9 0.755 赛 1.1562
0.7884

0.829
0.616

下 22.2 54.2, 15.4 0.762 福 1.0329
0.6798

0.833
0.615

トドマツ毬果を上・中・下上部に切斯を行ひて師別をなしたる後,各秋子に 

付き發芽率.fit,渋含も率•比!R等訓査し,又該桢子セ丁ルコール選別をなし 

て浮上.沈下神:了•二神:に分ちその比疝を調査して比較した結果は,弟19表の如 

くである。

以上の結果に依り机企有率と,發芽率との相關係數並に平均比重と,發芽率 

との相關關係を求むれば前者

丁=一0.724±0.083

後者

7=+ 0.314 土 0.017
以上の結果に依れば,毬果乾燥に際し的;・の離脫し雌き毬果兩端部は,特に 

人手を用ひて桂果の』仙より取り去るを要しない。此の箇處は大部分細小種子又 

は內容の無き種子が多い故に,之を除去するを得策とする。

b)各地産の毬果と種子の收量

本問題に就ては,今迄に支局或は出張所に於て度な調爽せられたものもある 

が,昭利十三年秋調査せる結果は第20表の如くである。No.1,2は’富良野応卜 

ドマッを毬果により靑トド,赤トド二種に分類して精選し,No. 3-10は送付 

を受けた毬果の途中にて破壊した分に對し調彳Eした結果’生容量に對する步止 

り不確實なる爲,乾燥後飾別前の容邦を基準として步止りを整理した。又共の 

生:車址も採取後秤址迄の經過時間の長短により幾分の相違がある。

各母樹每の毬果或は種子虽は目下取纏め中で,別途發表の見込である〇

尙第20表による毬果の生垂蛍と唐箕による一番n,二番口合計の種子生產荒
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ニ机 

合M 收!

6.01.

5.99!

6 5?： 

5.6未

6.1*1(

6.37!

5.315 

5.91；

4.84： 

5.8植

の關係は直線的關係にありと・へられる。因って:毬果生産荒をZとして種子收 

並をSを以って示せば

S=a + bZ

因ってa. bを最小二乘法によって求むると

S=4.861 + 0.035Z

第20表

()內は％にして如况は一生巫羽:を100とす。容批は乾煥容批を1〇〇とす。

樹種 産地
枝 果 乾 燥 鄒別後 Mf k i- i ろ 

一将II
侔)(1 
二?

容・

:よろ 
r II
林容量個数 生础t 容批 聞 弁量 •« の此

麻I•ド’活岫 100 2.707
y

32.753 130.82 24.747
(75.56)
24.973

30.0J
(22.93)
26.88

7.234
J

16.06 kk4.375 17.00 叩1.636

赤トド 富冥野 103 2.473 30.860 131.67
(22.08) (12.28)(13.36)
6.5361 15.65 4.543

(5.35]
5.91

(4.99)
1.452

トドマッ 岩見澤 24.101 1C0
(80.92)
20.894

(2041)
26.09

(21.34) (11.89) (14.72)
7.426’ 14.69： 4.834

(4.49)
7.32

(4.71)
1.763

トドマッ旭川 27.417 100
(86.69)
19.480

(26.09)
24.14

(3081)
6 024

(14 69) (20.06)
15.21 4.932

(7.32)
3.37

(7.31)
714

トドマッ 留,湖 28.320 100

(71.05)
19.673

(24.14)
24.09

(21.97)
6.464

(15.21) (17.99)
18.01 5.770

(3.37)
1.79

(2.60)
370

トドマッ函伽 —— 34.530 >00
(69.47
18.049

(24.09)
25.09

(22.82)
7.005

(18.01)
17.61

(20.37)
5.738

(1.79)
3.25

(1-31)
639

トドマツ 苫小牧 23.716 109
(52.27)
18.369

(25.09)
23.29

(17.39)
6.076

(17.61) (16.62)
13.72 4.280

(3.25)
4.77

(1.85)
1.038

トドマッ 名寄 — 36.744 100
(77.45)
20.000

(23.29)
24.94

(25.62)
6.328

(13 72)
17.46

(18.05)
5.081

(4.77)
3.93

(4.37)
831

• '* 1
トドマツ弟子屈 _ 26.684 100

(54.43)
20.959

(24.94)
24.63

(17.22)
5.624

(17.46)
12.89

(13.83)
4.207

(3.93)
2.65

(2.26)
635

1・ドマッ’頒軒 — 25.895 100
<78.55)
20 380

(24.63)
24.74

(21.03)
6.825

(12.89)
11.75

(15.77)
3.772

(265)
7.90

(2.38)
2.070

(78.70；, (24.74) (26.36) (11.75) (14 57)• (7.90) (7.99)

である。算出種子收量は第21表の如くである。
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以上の誤浅は必ずしも僅少でなく,又資料の不足の關係上將來各地の多數の 

資料により,更に更正せらるペきであるが,丸等はー•般的眠係を示すものと訐 

へやう。

第21表

£ = 3.356 £+10 = 0.3355

さ果皿量 花子收量 策出種子收量 課 弟

収 虹 kC
32.753 6.011 6.037 -0.004
30.860 5.995 5.941 -0.054
24.101 6.597 5.705 一 0892
27.417 5.616 5.821 + 0.175
28.320 6.140 5.852 -0.288
34.530 6.377 6.070 一 0.307
23.716 5.318 5.691 + 0.373
36.744 5.912 6.147 十 0.235
26.684 4.842 5.795 + 0.953
25.895 5.842 5.767 一 0.075

結 言

昭利十二卯秋,母樹調査の爲各出張所より送付を受けたトドマツ毬果を精選 

するに當り,現在一般に行はれる方法で幾程の灿選能力があるか,又他に簡易 

なる精選方法なきかを檢討し,如何にすればトドマツ種子の精選を完全に行は 

れるかを調査した。その結果二・三氣付いた點を述ぶれば

(1) 精選用飾は三秋以上用意し置き,篩別にて除き得る麟片,共の他夾難 

物を極力取り去るがが必要である。即ち純论率を高める爲には,唐箕に依るよ 

り飾別を完全にする方が効果的である。

(2) 唐箕はその構造上秋々なる缺點(例へば風力の調節,漏斗及落下並調 

節板の構造,翼の作り方等の點に於て)を有し今後改良を加ふる必要があり且 

つ又充實種子と枇を選別する能力は相當あるが,トドマツ種子の如きは比重に



26

よる風選は困難なる故,完全に枇额子を除去して發芽率を髙める効果に對し, 

大なる期待を掛ける事・が出來ない。

¢3)水選による方法は,種［子の浸水・浸水後の.乾煥等に手數を要する割合 

に効果が少い。

(4) アルコール又は石油選は枇種子を除去するに効果が多い。殊に石沛選 

は山間に於ても容易に手に入る燈油を用ひて行はれ,秘了により完全に枇を除 

去して精選の目的を達し得る。然し石油に對する秘子の發芽力に及ぽす吿作川 

に注意するを要する。

(5) 笹果の兩端部に位する種子は,發芽力無きもの多き故,硅果乾煙に際 

し無理に破垣して,此の部分の秘子を得ることなく,寧ろ此の都分は共の儘放 

置するを得策とする。

トドマツ・エゾマッ種子貯藏驗試經過報告

第一報

技師 原 DI 泰

技手 柳澤聰雄
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緖 言

トドマツ・エゾマツ種子の結實は林木自懼の榮養的關係並環境條件の如何に 

より二•三年目每に豊凶を生じ,年々所要收實虽を期待すること困難で,養苗 

計副の仰滑を期する為に必然的に種子J拧藏の必要を認むるも,從來稀子貯藏に 

最も利用せられた冷風穴等に恵まれない地力に於ても,實用上節易に施行し街 

らるる貯藏法無く,本道產主要林木種:子に對する.貯藏容器の構造並に貯藏用各 

種藥劑に付き種子に作用する影密の長短,得失等に付き鮮細に調査硏究せられ 

たこと甚だ少き爲,種子・需給關係に珂滑を缺き,養・苗計副上に支障を來すこと 

多きに鑑み,昭和13年度種子他乍時に母拐調禿の爲,札幌.旭川兩支局曾內の 

各出張所より送付を受けた種子を以って,北國に天恵たるあ:を利用し新貯蔵法 

を試みると同時に,密子消毒劑.乾燥削並共の他貯藏削の效果状驗を併せて施 

行した。今貯藏後一夏經過せるを以って,共の成績を一部取縄め,參労に供す 

る次第である。

I試驗方法
今囘施行した貯藏試驗は,トドマツ・エゾマッ種子を貯藏環境を異にする雪 

中貯藏ケ處•地下貯蔵庫•普通地下室.室內の四ケ處に置き,そのJI判’反簡處に 

依る貯藏成績の差異を調査すると同時に,各種の消毒並乾煥用藥劑等で處理し 

その成績を試驗した。而して貯藏ケ處別に對しては三箇年分,消莓並に乾燥劑 

29

別に賞してはニケ年分の期『を準備した。次にその試驗方法を項目別に詳祀す 

れば次の如くでおる。

1.貯藏尚處並にその狀況

郁了布•栽箇處の必要條件として可・及的低桓溫たる邪を要し,從來實用上植子 

貯栽に際し,風穴・坑道・冷藏車氷室•地下室專が選ばれ,特にその內風穴 

は林木秫了•眉・藏に冇利なる點多く廣く利用せらるるも,之は特殊な地質のケ 

處でなければ之を發見し得られず,又山間僻遠の地に多く,秋子の出し入れに 

不便を感する小が多いため,一般的に何處にでも利用し得られない缺點がおる。 

又坑道,地下室も厘女用ひられるが,風穴に比して七・八月の平均最高氣溫の 

高いこと,關係很度大なることに依りその成紐は良好でなかった。尙ほ冷藏叽 

氷室は低恒溫なる邪iに於ては理想的でおるが,建れが設置・貯藏には多額の經 

費を要し,又一時他の目的の冷藏应等の一部を借入れるは大址の稜子貯藏に困 

難で,大都會附近でなければ之を利用し得られない缺點がおり,實用的にしか 

も理想、的な貯藏方法が案出せられず多WS桢子呢激こ際し常に困難を感ずる現 

狀である。因って是に代る方法として冬期間の祐野を利用して雪貯藏を行ひ, 

その中に貯藏雖を入れ耳中貯藏法を試みた。他に苫小牧出張所地下貯藏牌 舊 

札幌支局鹿舍內地下室・現札幌支局物置內にも貯藏してその成績を比較した。

イ)定山溪種子貯藏雪塚

施行箇處 御料地內で,種子の運搬や貯藏中調在觀察に便利なる地として, 

定山溪出張所部內定山溪歩業褪帆側班141夕日山登山口附近の溪畔北面の平坦 

地內を選定した。本ケ處は第1圖に示した如く北流する小澤の平坦部の略中央 

に位置し,上木はクルミ・イタヤ・シウリ・ハリギリ等で樹冠爵閉し 以季に 

は殆んど直射光線が射入せず,地表植物としてはチシマザサ薄く被ひ,其の間 

にリャウメンシダ.イタドリ等の點生を見るのみである。

造成時期 貯藏準備を完了した貯藏離を2月10日實行ケ處に運搬して,積
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雪中に假埋設を行ひ,共の間に木屑を調へ碾T最盛期なる4月2411 の踏み込 

を行ひ同日貯藏用母塚を完成した。

貯蔵雪塚の造成法 雷踏み込みに際しE汁の停滯しないや、小爲い箇・虐を 

選び,先づ10m四方に全部の科i専を除き地上20cm內外の卩いさに木椚を敷き,その 

周圍の雪をゆさ2〇〜30cmに入れ空隙なき樣よく人夫を以って踏み固めた後,再 

び周圍の雪を枚み同樣によく踏み固める。斯くして底部8 m四Aj,髙さ3 mの 

專塚を第2圖の如く造り,その際快め底部に種了・盼藏纖を埋設した。而してこ 

の雪塚の表面を鋸屑を以ってゆさ20cm以上に掛け,その上を進を以って蔽っ 

た。其の後六月中旬直接降雨の影容を受けない樣に簡垠な屋根を設けた。

距AP40....胸高直徑
(15)•…目測樹高 

イダヤカヘテ・略配掀

第1圖

定山溪種子專中貯藏試驗地位置圖

所在 定山渓事業區 监削班141
縮尺六百分之ー
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所要人夫數及材料數淤先成迄人夫としては10人工內外セ要し,使用鋸 

帰は队に100依又菇技〇枚を必要とした。襟績して速年施行する場合には,無 

时は一部袖給するのみでよい。

第2圖

第3图

4川OH~4月251］定山溪由泉所 氣集圖

雪塚造成當時の氣象狀況 雪塚造成前後たる自4月10日至同月25日の氣溫 

並に積雪址を,定山溪市街地にある定山溪出張所部內の觀則結果により示せば 

第3圖の如くである。4月24日雪中貯藏ケ處附近の折雪は11〇〜120cm內外で, 

表層・は大粒のザラメ雪に被はれ,下層・に至ると共に密度大で小粒のザラメ雪化 

をなし,その密度は第1表の如くである。
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第1表

明f£時刻 4 月 23|] P. M 3.345.00
氣象狀況 & 氣沮+ 5°C~ 3.0

採取深 さ 笫ー冋调定密度いハ" 笫二同渊定密推筋/C"

〇〜 5 0.483 0.488
20 ～ 25 0.520 0.598
40～ 45 0.549 0 544
60～ 65 0.534 0.541
80 ～ 85 0.516 0.528
100～105 0.569 0.522

定山溪地方の昭和13〜14年冬季間は仙あ:讹並に降あ:頻度は平年に比し頗る多 

<,爲に官行造運材事業に多大の支障を生ぜしめたが,一般市街地は4月1日以 

降急激に礴雪を初め,5月1日に消苦した。平均氣溫も4月上旬より中旬に於 

て急激に上昇して,5月中旬には平均10“C內外を示した。共の後の氣象變化の 

狀況は第4圖の如く,最高は7月上旬の274Cである。

貯藏雪塚の減雪狀況 7月上旬頃迄は比較的貯藏用專の融解が少なかった 

が,共の後7月中旬以降は氣溫の上昇と共に急激に融解し初め急速な減ぷを見 

た。9月中旬以降は氣溫の低下と共に,融解並も減じ結局10月3日種子取り出 

しの際に於て,底面6m四方高さ1.50m內外になった。

ロ)苫小牧抢下貯藏巾

本地下貯藏庫は昭和13年7月苫小牧出張所に於て,苫小牧御料地13哩に新設 

したもので,その設計は大髓先に赤林實H笊氏(3)の發表した松本地下利!子・貯藏 

应に類似し,出入口を除き全部土砂を以って厚さ3m內外に役ひ,內面はコン 

クリート張として換氣妓置を設け,同ケ處內の氣溫は出張所の觀測に依れば年 

卒均9°C,最高氣溫17'C,最低氣溫3.5°Cで,內部は常に泌潤で濕度は95%以 

上を占めてゐる。本貯藏康の成績は未だ新設以來日も淺く不明.であるが,他の
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貯載法と比核の岱•部借入れ后載した。貯藏既T•は2月20日に貯湘州內に入れ 

た。•

ハ)鶴支局鹿舍地下室

札帽:市内に所在する宙支局痙含地下物置で,同ケ處の氣溫は支局應舍物卷よ 

り最髙氣溫はや'低く, 7. 8月頃の午前十時の堆高氣温は21て!でおる。同ケ 

處に前記同樣2月20日に貯藏撷を撥入した。

二)現鹿舍物置

現札幌支局蜒舍物置の一隅に置いたもので,同ケ處の午前1〇時と午後2時の 

平均氣溫を示せば第4圖の如くでおる。

2.貯藏用容器並に密閉方法

種子・貯藏に際し,共の貯藏用容器の良否並に密閉方法の完・不完に依り共の 

成績の優劣が決せらるる場合も多いのに鑑み,特にこの點に注意し,各樹種共 

28〇〜400ccの種子を處理の異る每に,500cc又は1OOOcc©廣口瓶に入れ共栓にワ 

セリン塗布した上その口元をパラフィンで完全に密封を行った。是等の廣口瓶 

を從來血子貯藏に用ひた高さ50cm,徑50cmの圓筒型の鈍カ製貯藏雖又は30cm

定
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96.7

»樹種産地脉方法
貯藏前 1,000粒 lOOcc

當實［K 當容
常法眞正 业容積 積皿

ffr
38.9

10.7570
53.0 86.1 30.5 

11.2270

74.8 100.0 6.3
2.1850

65.5 99.7 7.3
2.3998

30.5 99.3 4.3
1.5846

96.4 99.4 5.6
2.4299

47.6 100.0 9.3
2.8677

40.3

38.9

36.9

37.9

34.7

33.5

36.8

34.0

6 同

7 同

8 同

9 アカエン・

1 トドマッ

2 同

3 同

4 同

户间篩別
定山溪 "囘圆選

h番 「1

深 川 同

江 差 同

名 咎 同

旭 川 箕選別

雑 同

7?； K 貯 同

誹合 同

下芦別 出强所精選

4.種子消毒劑並に其の他藥劑處理 ・

從來種子消毒劑として二硫化炭素,硫酸銅液・昇汞水•ウスプルン・チラン 

チン・ホルマリン液等使用せられ,長谷川孝三氏(11)の林木種子と微生物の 

關係を論ぜられてより特に注視せられたるも,林木種子•は撰業種!子に比して短 

命なると,藥劑に依り却って發芽カ減少わ危險性を伴なひ,又病原関縛i播の危

34

四角の同じく鎌カ製の菓子雄中にバツキングと共につめ,そのロを半田澈を以 

って封じた。即ち從來の缺了・貯藏方法と異りたる點は,二JT［に密閉を施行した 

點である。

3.貯藏種子の性狀

貯蔵用租子は咋秋各出張所から,母樹調査並共の他ぷ驗川として送付を受け 

たもので,その性狀品質は次の如くである。

第2表
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險も比較的輕徹なるために,一般に使用せられない現狀でおるが,之等藥刪の 

右効性又適切なる使用法を闡明することは,貯藏技術上特に必要おりと認め: 

下記の如き藥削を用’ひてその効果を比较した〇

(;庄)突永一枝•村校榮用氏(10)の研究に依れば,タレニン及共の分解生故物が高梁 

の發芽率位貯蔵力をベ加するに冇効なる事あ示せるあ以って,消、・削と共に魁あ!-

ドマッ・エソマツ稲子に俄みれ。

ィ) H・汞水 〇・］% 液 浸漬4時間

〇) 石灰乳液 飽和液 〇20分川］

ハ) ホ几マリン 1.()% 液 〃2時間

二) 硫酸鉗液 50%液 〃10分間

ホ) ウスブルン 0.125% 液 〃2時間

へ) メルクロン 〇•125% 液 〃2時間

卜) タンニン 2.0% 液 〃24時間

チ) ヘテロキシン 〇•01%液 浸潰is時間
(此)生畏ホルセンが称子板發芽に及ぼす影はに就いては,若干の研究がありその成績 

は必ずしし一致してたらない樣てあるが,利子貯藏の際に生畏ホ,レモ,刑に浸藥し 

て,その貯藏力に及ぼす影卸に付さ御充なi试みれのくある〇

以上各秋の藥劑に浸漬・した秋了•は室內でよく乾燥して快めアルコール液を以 

って消毒した前記貯藏用廣口瓶に密閉した。而して乾燥劑としてアドゾールを 

トドマツは種子页址の30%,エゾマツは40%を入れた。

5.種子乾燥劑並に活力抑制劑の使用

乾燥劑が林木種了密封貯藏に及ぼす影寒に就ては,從來多數の調査研究(5,9) 

に依り察知し得るも,トドマツ・エゾマッに就ては比較的少く,又使用分並並 

使用法を如何にすれば最も効果的かの諸點に就き明示したもの甚だ稀であるの 

で,現在一般に使用せらるる乾燥劑を用ひて共の効果の長短を比較した。又長 

谷川孝三氏(1)に依る漂白粉・硫化加里を用ふる活力抑制劑に就ても,是を卜
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ドマッ・エゾマツ種了•活力保持上右劾なりや否やを試驗した。尙本試驗に使用 

じた種yはウスプルン0.125液,2時間浸藥消毒した後乾煙使用した。

イ)木灰 郁子と等並•1.5倍.2倍戒子と混じて使用す。使用木灰は積

子捋選の廢物たる鳞片を焼き,その灰を利川した。

ロ) 生石灰 秋子重やの40%及80%

ハ)プドゾール 種子页前の40%及80%

=) 鹽化カルシュム 種子重抵の25%及50%

ホ)漂白粉+アドゾール

へ)硫化加里+アドゾール

以上は種子•と混ぜる木灰を除く 5種の乾燥劑•活力抑制劑等は種子の上部に 

白色吸取紙二枚を入れたる上に,寒冷沙に包んで置き直接樂劑が種子と混ぜさ 

る樣注意して密封した。

尙密封直前使用稲子に就き,夫々種子の含水呈を訓如して,貯藏完了の上開 

封時の含水宛と比較して,その變化狀況を調査した。

以上消戒:並乾燥劑•活力抑制劑處理の貯藏欄子は,何れも定山溪で色:中貯藏 

を行った。

n第一囘夏季經過後の貯藏成績

1.貯藏種子の搬出

雪中貯藏の分は10月3日定山溪より搬出し,契4日開封し,舊鹿舍•現鹿舍 

の分10月5日に,苫小牧出張所の分は10月6日に搬出開封し夫々直ちに發芽試 

驗を施行した。又殘種子を以って10月9日,月寒試驗苗価1に夫々播種しJ&藏橄 

子の發芽生育を調査した。

尙種子搬出時期の氣溫が,貯藏槌子の發非力に及ぼす影寒大なるを以って, 

同時期の氣溫を測定した結果は第3表の如くである。
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第3袤帝室朴對局北海道朴業試瞼場構內觀測(午枷〇心一・冋)

)1 II
氣溫(,-111$-) 払高気溫 最低気温 汲度 天 氣

11
10JJ 1 120 21.0 11.0 76 咔・技雨

2 14.0 21.0 9.0 76 令後晴

3 16.0 17.0 5.0 83 晴

4 19.0 20.2 9.8 81 晴

5 15.5 22.0 6.0 81
6 19.0 22.1 14.2 95 晴後雨

7 18.0 20.0 13.0 87 雨後晴

8 19.0 22.6 12.8 “ 84
9 14.0 21.4 11.2 84 咕後雨

10 13.0 166 3.8 83 雨後哨

2.發芽率の變化

貯藏能子•を常法發芽率檢定法即ち消诲せる石英砂上に播枝して,25°C恒溫辭 

中に入れ,トドマツは42日,クロエゾ,アカエゾマツは28日川］の發芽の狀態を 

調査して,發芽率を算出したものと,還元法即ちテルル酸ソーダ液に依る胚の 

呈色反應に依り,その發芽率を鼻出する兩方法を用ひた。

後者は特に貯藏種了•活力の强弱を判足するに,右利であると認められトドマ 

ッ・エゾマッの如き小粒種子・の發芽率は,檢定に際し特に平均資料の採取に狙 

意する必要があるが,資料の枇・混 蟲害粒の含冇粒の多少に依り發芽率に多 

少の變更をさけ徂ない故に,普通の發芽率の比較のみでは貯藏成績の優劣の判 

定に迷ふ事がある。切斷又は比重液選別の結果陀 泌•蟲害植子を除外して內 

容あるもの,種子に對する總發芽本數の步合を以って眞疋發芽率(Real germi 

nation percent)を算出した。

還元法に依る發芽率算出の場合に於ては,胚の呈色反應に胚全牘が黑色のも 

の.白色のものは問題ないが,黑色・白色の中間色のものがトドマツ・エゾマ 

ッ種子に於ては大部分でその中間のものをどの程度に發芽可能種子に入れるか
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に依り發芽率が變化する。それ故こゝに於ては歴の呈色反應に應じ黒色丄灰也 

b•白色cの三色となし,腫全部黑色3a.腫表面紐のタカ:黒色殁りよが灰色たろ 

場合2a + b•歴表面績«が黑色,;灰色殘り古が白色たる場合a+b-f-cとすろ 

如く,胚表面の呈色の反應により3a. 2a + b. a + 2b. 2a + c. a + 2c. 2b卜c. b + 2c. 
a + b + c. 3b. 3c10組に分ち調在し,それより發芽率を芽出した。

(註)艮谷・川孝三氏は胚の呈色反應治•十二迪リ,二分ら

(1)胚全f8が著しく光滞おろ淡蘇E色なfす

く 2 )黑色乃至帶祸黑色をfすろし光滓あ決<

(3)乃至『11)胚は局部的に活力力•失ひ班狀ん七すろか戒は全體一様に活力彼退; 

して淡禍炊色乂は淡鶏色冬呈す

(12)旌は呈色せず

尙して⑴のみ計上せろに刚場に於けろ發芽成苗と略々ー玫すもし⑴(2)九.;]]•上す 

ろは常法發芽率溢定の結果と近似すろと發表あり(13)

イ)貯藏箇處と發芽率の變化

定山溪雲塚內・苫小牧地下貯藏庫內・舊札幌支局臘舍地下室.現札幌支局わ 

僵內四ケ處に,同一操作を行つた密封貯藏種子一夏:經過後の成績を示せば次の 

如くである。

先づトドマツに付きその成績を見るに,殆んど貯藏ケ處による優劣を認め難 

い。即ち眞疋發芽率を視れば舊廳舍地下室J&藏のもの,常法に依るも又還元法 

に依るも最も良く,雪中貯藏並に苫小牧地下貯藏のもの劣り,现應舍物置の分 

その中間にあると認められたがその差は著しくなかった。貯藏前後の發芽率の 

低減は5.5%である。

次にクロエソ・アカエゾに就てもトドマツ同樣に貯藏ケ處による發芽率の良 

否を判定する事は困難で,殆んど差がなく又貯藏前後の眞正發芽率の變化はク 

ロエゾに於ては,貯藏前10〇%に對し貯藏後98.2%その差1.8%で,アカエゾマ 
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ツに於ては貯めi前100%に君し貯戏後94.2%,その楽う.S%であった。

以上の結果を粽合すれば,各樹机共貯戏ヶ所に依る於は一年HU貯藏の短期間 

には諜め難く,貯栽前後の發芽率の低滅の狀況も從來の報吿(7)よりはるかに 

成績が艮かった。その原因は貯藏容器として廣口瓶セ用ひ,密封を完全にする 

と共に站幣廣I】脱を貯載掀に收め,再び密封した职が從來の貯栽法と異るので, 

宓二禾密封のためではないかと思料せられる。勿論再度是等の方法に就ても 

確める必要がある。

第4表 定山溪/トドマツ貯藏秋子

貯蔵ホ號 貯藏箇・虐 3要
發芽率 ft iE發芽率

常 法 還元法 常 法 還元法

% %
貯藏的 55.9 — 87.0

T 1 定(U溪
Sr中貯藏

木灰稲子 
容積2依 }.

1
49.0 34.6 57.0 45.7

T 13 アドゾール 39.9 42.0 46.3 56.5•R 衆 60 % 1T 25 •E燥刑 43.5 39.2 4乙6 55,2
平 均 44.1 38.6 50.3 52.5

T 4 苫小牧 
地下貯藏

木 灰・ 53.4 28.9 61.6 39.0
T 16 Tドゾール 50.7 35.1 61.7 47.3
T 28 無乾煥刑 45.6 30.9 59.1 48.1

平 均 49.9 31.6 60.8 44.8

T 7 話KS金地 
下宰貯藏

木 灰 59.6 44.7 72.1 58.8
T 19 アドゾール 54.3 35.1 63.2 55.5
T 31 無乾煥削 49.0 35.0 55.8 46.8

平 均 54.3 38.3 63.7 53.7

T 10 現噂舍 
物股貯藏

木 灰 55.1 39.5 64.8 56.1
T 22 アドゾール 52.1 34.3 61.2 49.2
T 34 無乾煥州 52.1 35.6 54.9 50.1

平 均 53.1 36.5 60.3 51.8
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第5 表 旭川術クロエゾ貯藏裕子

第6表 下产別產アカエゾ貯蔵融子

貯藏番號 焼箇處 摘 要
發芽率 曲正發井率

常 法 i3元法 常 法 5I元法

K
K

1

4

貯藏前

定山溪 
叫・巾听蔵 
苦小牧 
地下貯藏

アドゾール 
種子亚なの 
40% 

同

%74.8
81.0
88.6

%

25.8
27.3

% 100.0
96.9
98.2

七

36.5
31.7

K 7 i'i K& 尘 I* 同 85.4 30.5 93.4 35.7
K ,〇

现MS知
同 79.2 25.3 99.2 32.4

貯藏番號 貯藏箇處 摘 要
發芽率 眞正發芽率

常 法 泣元法 常 法 還元法

A 1
貯藏前 

定山溪 
面中貯藏

Tドソ・ - ,レ 
種子正址の 
40%

%47.6
58.8

%

27.6
1000
92.7

匚
—

44.8
A 4 苦小Vz

同 57.7 23.1 98.6 47.2
A 7 葡照舍

同 50.3 24.5 94.4 37.8
A 10 現・源倉

同 61.8 14.6 90.9 20.9

ロ)消毒劑並に共の他藥劑處理と發芽率の變化

今囘使用した藥削に就きその結果を胴在するに第7表乃至第9表の如くトド 

マツに於ては,昇汞並ウスブルン液處理が最も効果があり,次にウスブルンと 

同樣水銀製消毒劑たる三共製のメルクロン並ホルマリンはその効果が明らかで 

なかった。又石灰乳及硫酸銅液は共に藥害を認められた。一般に常法に依る發 

芽率は消襟劑の種］類の處理,無處理によっての差が少く,還元法に依る場合が 

藥劑の効果又は藥害の程度如何に依り,胚の呈色反應に差異を生じ發芽率に大・ 

差を生する様思料せらる。即ち石灰到並硫酸銅液は當法による發芽率に於ては 

無消毒の分と大差がないが,還元法に依る場合には明らかな差を生じ,胚の活 

力の減少を明瞭にしてる。
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次にタンニンi容液,ヘテロキシン液も共にその効果が認められ,特にヘテな 

キシンに於ては還元法に依る場・合には他の消毒剛に比し,培谐なる差を生じ腫 

の活力HE盛なるもの多きを示してゐる。

第7表深川涂トドマツ貯載種子

第8表 北海道芥地產並富良野產クロエ刃!?藏種子

吟歲朴號 摘 要
發 芽 奉 風正發芽率

常 法 還元法 常 法 還元法

苦 JW • • .9
貯 蔵 尚 41.7 一 74.1 一

’】、 37 昇 決 49.8 26.0 76.6 46.1
38 石 灰 孔 31.8 9.6 40.1. 16.6
39 ホ ノレマ Vレ 26.6 27.4 43.0 51.1
40 硫 洒 飼 41.7 2.5 . 50.7 4.3
41 ンスフ・ ルA 49.7 28.1 68.6 44.7
42 夕 A 广ゝ X 44.8 21.0 61.2 45.1
43 ヘテロキ シン 43.0 36.9 59.9 63.2
44 メルク n x 45.7 20.4 56.6 42.8
45 無 沿・ 弥 44.4 17.4 59.1 29.6

貯藏番號 摭 要
發 芽 率 鳳正法芽率

沽 法 泣元法 常 法 還元法

北海道各地旅貯藏前
%65.5 997

K 33 夕 レ ニ X 80.2 29.9 97.6 43.4
35 テロキシレ 86.8 30.4 96.7 35.3

' 37 ホ ノレマリン 72.3 21.8 90.5 26.9
39 ウ スプルX 83.4 29.9 97.9 37.6
41 無 消 毒 80.5 27.3 97.3 30.8

富H M產 貯藏龍 86.6 — 97.7 一

K 43 板 スフ’)レン 77.0 23.8 95.8 30 0
45 無 消 弥・ 74.6 20.7 .96.4 28.1

次にクロエゾマツの結果は第8表の如く,トドマツと同樣にウスプルン溶液 

にその効果が認められた。ホルマリンは藥害かあり,タンニン溶液は成績良
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<,ヘテロキシン處理を還元法によりその發芽率を見るに相當なる効果がある 

が,トドマツの如く的¥な結果を示さない。次にアカエゾに於ては,ク“エゾと 

同樣ウスプルンに於て僅かに劾果が認められるも,その成統(は明碰でない。ホ 

ルマリンに於ては藥吿が著しく,タンニン溶液はクロエゾと同樣還元法に於て 

はその成績良く,種了活力保持に冇効であった。又ヘテロキシンもタンニンに 

比すれば劣ってゐたが若干の効果は認められた。

第9表 下芦別産アカエゾ貯藏械了・

貯藏畚號 摘 要
發 芽 率 風正發芽率

常 法 還元法 尚 法 還元法

Q匕 % % %
貯 藏 前 47.6 100.0 —

A 33 " ン 二 ン 52.2 24.1 96.0 43.2
35 ヘテロキシレ 48.0 14.9 92.7 30.8
37 ホルマリン 41.8 9.0 74.9 16.1
39 ウスプルン 52.9 16.8 94.6 29.6
41 無 消 璇 55.0 14.5 98.6 28.2

ハ)種子乾燥劑並に活力抑制劑使用と發芽率の變化

今囘貯藏結果に付種子乾燥劑並活力抑制刑使用の効果を見るに第10我乃至第 

12表の如く,トドマツに於ては無乾燥劑,常法に依る眞正發芽率47.4%なるに 

對し乾燥劑使用の分は平均56.6%で,乾燥削使用の發芽カ保持に有効なのが認 

め得らる。(乾燥劑の種類並使用抵に付いてはこの結果より見れば,何れの乾 

燥劑が有効なりや又使用掀もどの程度が可なりや決定し難い。)次にクロエゾ 

に付いてはトドマツに於て見る樣に乾燥劑の効果は顯著でない。特に吸水力の 

强い乾燥劑に於ては,種子に惡影響を及ぼして居るもの 、如く,生石灰及鹽化 

カルシュムは之に屬し,木灰以外のものに於ては使用鱼も少き方が結果良好で, 

結局エゾマツの如き小粒種子に於ては吸水力强き乾燥劑並に之等を多珀使用す 

ることは,反って貯藏種子の發芽力保存に惡影響を及ぼすものの如くである。 
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次につ・カエゾに於てもクロエゾと同様に,木灰以外には何れも成績不良であ

る。

第10表 江ボ涂トドマツ貯MT-

第11 表 北海道各御料地產クロエゾ貯截翹子

听藏將咬

発 芬 率 真正登芽率

描 安
常法 還元法 常法 還元法

貯 藏 前 24：2 % ヽ70.9 公

T 55 木灰客積ゆ林: 31.5 27.8 54.1 54.4
56 尸 1.5傳 32.7 24.8 58.1 58.0
57 同 2.0傳 35.9 14.5 63.5 31.2
58 生石庆批fit 25% 32.2 卻.2 56.1 50.2
59 同 50% 35.1 20.8 56.9 54.3
60 Tドゾール 25% 34.1 22.1 57.6 50.3
61 同 50% 31.4 29.8 51.5 59.1
62 ・化カ,レシュム20% 35.2 21.1 58.6 59.3
63 同 40% 33.4 25.7 53.1 54.2
66 無 使 、川 28.1 24.9 47.4 49.7

貯藏排號 描 要
發 芽 率・ 風正發芽率

常 法 還元法 常 法 還元法

貯 藏 1W
%65.5 % %99.7 一

K 13 木灰容積 2倍 78.7 35.3 98.5 49.7
15 同 【稱 79.1 34.0 99.0 46.2
17 生石灰IK量 30% 74.2 32.0 93.2 43.6
19 同 60% 84.3 28.7 92.9 30.0
21 アドゾール 30% 77.0 32.4 97.7 42.6
23 同 60% 92.0 26.6 96.8 32.6
25 鹽化カ汩シュム 30% 80.7 20.2 95.0 25.9
41 無 使 用 80.5 27.3 97.3 30.8
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第12表 下注別產アカエゾ貯藏郁了 ・

第13表 トドマツ藥削貯藏種了・

貯藏输紫 摘 要
發 芽 率 乱正爽若率

常 法 岸元法 常 法 泣元法

貯 蔵 前
%47.6 % % 

100.0
A 13 木庆容植 2倍 47.6 25.0 99.6 50.7

15 同 1 5倍 58.0 23.6 99.0 35.8
17 生石灰如:揪 30% 52.0 18.5 89.3 33.6
19 同 60% 51.6 20.1 91.5 38.5
21 アドゾール 30% 46.2 25.2 92.〇・ 41.8
23 同 60% 52.0 23.2 94.5 40.3
25 鹽化カルシュム 30% 37.4 12.8 82.4 38.4
41 無 使 )11 55.0 14.5 98.6 28.2

貯藏芯號 摘 耍
爽 芽 率 fft jE 苗i殊率

沽 法 遗元法 常 法 還元法

% % % %
江差產貯藏前 24.2 一 70.9

T 64 漂白粉+ア 
lOgr

ドゾール 
15gr 35.7 25.7 53.7 55.0

T 65 硫化加里+ア 
10gr

ドソール
15gr 27.9 22.3 54.5 52.2

T 66 無 使 用 28.! 24.9 47.4 49.7

備考 各稲共5O3cc廣口油に利i子350cc 124grな用ふ

名寄産貯藏前 53.0 — 86 1 一

T 79 漂白粉十ア 6gr
ドゾール 

30gr 58.6 32.9 79.9 48.2
T 80. 同 3gr同 15gr 50.0 27.4 67.3 41.4
T 81 同!-5gr同 7.5gr 53.3 29.7 64.6 46.9
T 82 アドソール 30gr 59.5 37.7 78.7 48.5
T 83 同 15gr 53.4 25.1 69.8 39.1
T 84 同 7.5gr 51.0 20.1 66.1 29.0

木灰は何れの樹種共有効で使用蛍は稲子容積の2倍蛍のものに効果が多い。 
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姑争の木灰は梢選袱了・の度物たる珏果の麟片共の他を焼いて製した灰を以って 

使用し得て特別に乾燥刑として府入す乙要なく,經済的で且简易である。姑は 

白澤及小山兩氏(9)のスギ.ヒノキ・アカマ五・カラマツNtf・貯藏の際に於て 

も,又中烏庸［氏(6)のヒバ枫「•貯戒汰驗の際に於ても共に木灰使用の効果顯 

著なるを国めて居る。

秋r活力抑制削として漂白粉並に硫化加里使用の結果は第13〜15炎の如くで, 

トドマツに於ては藥劑貯藏右効G・疏化加里は漂白粉より多少効果が劣る株でお 

るが,その差は大でない。又潦白粉は飢子代底に對し1〜4%程度に於ては多策 

使用の方冇効であった。伸し他の木灰・アドゾー几等の乾燥劑さ單獨に使用し 

たものに比し特に顯著な効果を認めることは出來ない。次に硫化加里使用はク 

ロエゾに付きては,漂白粉•木灰使用よりも有効であるが,アカエゾには是に 

反し木灰,アドゾール使用のものに劣る。概してエゾマツの類に於ては一夏經 

過のみでは,活力抑制削の効果は顺著でない。

第14表 クロエゾ藥劑貯藏離子

貯藏番號 摘 要
發 芽 率 眞•正發芽率

海 法 S3元法 沿 法 還元法

%
北诲道佇地術听藏前 65.5 99.7 >

K 27 漂白粉+ア 
7gr

ドゾール
13gr 84.3 29.2 97.9 48.1

29 同!4gr同 I3gr 83.7 20.7 97.4 43.4
31 硫化加里同7gr回 13gr 83.0 382 99.3 51.3

弟子屈深川衆貯藏1W ,96.4 一 99.4 一

K 47 漂白粉+ア 4gr
ドゾール 

20gr 91.3 45.7 97.6 47.4
48 同 2gr同 IOgr 94.8 35.9 99.2 37.6
49 同 !gr同 5gr 92.9 32.4 98.7 35.5
50 アドゾール 20gr 93.4 34.3 98.9 36.1
51 同 IOgr 94.3 33.3 94.8 34.8
52 同 5gr 92.4 31.5 93.3 33.2
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曲 第13表T. 79〜84使用トドマツ拔子並笫14友K. 47〜52使用エy-< ツ"子は 

貯蔵前0.125%ウスプルレ液2時間国理し消毒;た行った。

第15表 下芦•別產アカエゾ藥削貯  MT-

旳藏备號 摘 要・
狡 芽 率 H正發芽率

渚 法 適元法 常 法 S!元法

貯 藏
%

47.6
% 106.0 ル

一

A 27 漂白切+ア 
7gr

ドソール 
I3gr 53.2 20.1 97.1 31.9

29 同 Hgr同 13gr 54.1 29.3 98.9 43.3
31 硫化加里» 

7gr 13gr 55.8 14.4 89.1 26.1

3.種孑•含水量の變化と發芽率との關係

特殊の種子を除いてはよくこれを乾:燥すれば,比較的3命を長くして,反封 

に水分含信多き時は・命短い。而して水分含抵の安全なる限度は種ドの耕類及 

び溫度等に依り異なり,多くの林木誣子に就てはこの關係が明らかにせられて 

ないが,長谷川孝三氏(12丿に依ればサハラ種子はヒノキに比して・乾燥弱く,從っ 

て貯藏に際し吸着劑を多址使用すれば反って發芽力を失ふと述べ,又中岛庸三 

氏はヒバ函了•貯藏の際乾燥共の度を得ざれば反って發芽力を失ふと;倫じてゐる。 

從ってトドマツ・エゾマッ種子•に對しては如何なる程度の種子含水•随が,發芽 

力の保持に有効であるかを考究するを耍するので,貯載前後の含水虽の變化の 

狀態と發芽カとの關係を知らんが爲,調査した結果は第16〜18表の如くである。

トドマツに於て各種の消我劑に處理して室內に2證夜:乾煥せるものの內,含 

水虽は最高ウスプルンの18.13%,最低の昇汞11.77%でその貯藏後の結果は最 

多含水川!のメルクロンの14.72%,之に次ぎウスプルン10.69%でこの限度に於 

ては含水量多きことが發井力の低下に形缪を及ぼさざるが如くである。乾,燥劑 

の吸水力の最大なるものは生石灰で,種子重址の60%使用の分で貯藏前後の含 

水量の差9.15%である。次に生石灰30%で鹽化カルシュム,木灰にして最も吸 
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水枕少きはアドゾールでおる。

發芽カとの醐係を見るに,トドマツに於ては此の桿.度の乾燥は格如こ影强を 

及ぼさない様である。

次にクロエゾに付いては,ヘテロキシン浸藥の分は貯藏前25.04%,の含水景 

を右し,貯藏後に於ても13.69%でおるが現在迄は發芽力の保持上特に惡影卷を 

及ぼしたと考へる屮が出來得ない。即ち乾煥不充分なる楝予を用ふる場合に於 

ても乾燥削として相當吸水力强きもの又は多抵に用ふることにより,貯蔵中に 

祢了・を風乾狀熊の含水论迄に吸水して,發芽力に變化をおたへない樣である。•

クロエゾに於ては含水M.6.0%以下になる場合には過乾の害により,發芽率に 

惡影霽を及ぼすやうである。即ち生石灰・鹽化カルシュム使用の場合は種［子含 

水忱は1.78〜3.34%となり,發芽率は乾煥劑を使用しない種子に比して低下す 

る。此の點クロエヅ秋子•貯藏の際:乾燥削使用抵に注意を要する。

第16表

貯藏番號 摘 要
含 水 呆

貯蘇洲 貯藏後

%T 1 定山溪木灰 15.51 3.79
4 苦小牧木灰 15.51 4.59
7 術瞰舍水灰 15.51 3.71
10 室 內 木灰 15.51 3.59
13 定山渓アドゾール 15.51 3.74
15 苫小收アドゾール 15.51 3.39
18 出a舍アドゾール 15.51 3.15
22 室 內アドゾール 15.51 3.60
25 定山溪無乾煥削 15.51 4.88
28 苦小牧無乾燥削 15.51 5.11
31 芯處舍無乾煥削 15.51 5.83
34 室 內無乾燥劑 15.51 4.63

T 37 昇 汞 11.77 6.24
38 石 灰 乳 一 7.40
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備岩 各貯藏布號は的記發芽率の變化の項Iニ配せるtのと同一てめ

る〇, -

39 か ’レ マ y レ 13.02 8.09
40 硫 酸 綱 13.60 6.68
41 リ ス フ・ル ン 18.13 10.69
42 ク ン ニ A 13.17 7.31

• 43 ヘテロ キシン 13.93 8.08
44 メ Jレ ク ロ ン _ 14.72
45 擁 «V 说 8.43 3.79

T 55 木灰等:？It 12.27 6.92
56 同 1.5倍 12.27 5.57
57 同 2倍 12.27 5.63
58 生 石 灰 少 12.27 3.47
59 同 多 12.27 3.12
60 アドソール少 12.27 7.92
61 同 多 12.27 6.73
62 寵化カルシュム少 12.27 5.56
63 同 多 12.27 4.74
61 アドゾールi票白粉 12.27 7.72
65 同 硫化加里 12.27 7.18
66 無乾煙劑 12.27 9.58

第17表

含 水:nt
貯蔵番號 摘 耍 —

貯蔵!W 貯・蔵後

% %K 1 定山渓アドゾール 9.40 5.53
4 苫小牧アドゾール 9.40 6.27
7 あ岬・命アドソール 9.40 5.57
10 室 內アドゾール 9.40 6.67

K 13 木 灰 多 8.51 5.69
15 同 少 8.51 6.70
17 生 石 灰 少 8.51 2.49
19 同 多 8.51 1.78
21 アドゾール少 8.51 6.23
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23 アドソール多 8.51• 5.12
25 蛹化カルシュム 8.51 3.34
27 アドソール谆白粉少 8.51 6.52
29 同 多 8.51 8.56
31 同 硫化加里 8.51

■ 6.51

K 33 ダ X ニ X 19.55 10.85
35 ヘテ U キシン 25.04 13.69
37 か>レ マ 9 x 19.54 8.03
39 衣 ス フ・ノレX 17.80 7.98
41 無 消 還 8.51 7.35

第18表

含 水 量
听藏猝胱 描 要 - ....... .—

貯藏洲 貯藏技

•e ぐ:
A 1 定山溪アドゾール 10.91 7.26

A 苦小牧アドゾール 10.91 6.96
7 B曜命アドゾール 10.91 7.01
10 室 內アド/ール 10.91 6.79

A 13 木 灰 多 10.91 6.41
15 同 少 10.91 8.13
17 生 石 灰 少 10.91 3.64
19 同 多 10.91 2.91
21 アドゾール少 10.91 8.14
23 同 多 10.91 5.38
25 鹽化カルシュム 10.91 6.40
27 アドゾール漂白粉少 10.91 8.52
29 同 多 10.91 8.24
31 同 硫化加里 10.91 8.18

A 33 ク ン ニ ン 一 13.07
35 ヘテ |4 キシX 25.27 15.18
37 ホ)レ マ リ X 24.65 18.23
39 ウ ス プ)レ X 17.41 7.38
41 撫 消 密 10.91 8.70
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アカエゾもクロエゾと同保含水节過多に依り發芽率に悪影如を受けたものな 

<,反對に生石灰・鹽化カルシュムを用ひたるものは過乾の吿により發歩力に 

惡影客を來したるが如く,大饌貯藏には含水哒6〜8%內外の場合發芽率最:良な 

りと認められる。

4.密封貯藩と布袋貯栽との成績比較

種:子貯蔵に際して完全な密對の右利である事は從來多數の實瞼結果(8.9)に 

より明瞭なるも,前記密封貯藏に使用した殘独子を布斐に入れ,室內に貯へそ 

の發芽率の低下の割合を比較すれば第19斐の如く,トドマツに於ては最も密封 

に依り種子活力保存の効果顯著であり,クロエゾ,アカエゾは之に次ぐ。

布袋室內貯藏せる場合の發芽力低下の割合は,種了•産地に依り異り,秘果採 

取時期の天候或は母物個右の性質に依り,發券保存率に强弱あるものの如くで 

ある〇

5.雪中貯藏に關する考察

第19表

番號 m稲 産地
密封貯藏1布袋貯藏 

常 法网 正貯"常 法同 正貯藏後 
發芽率發芽率金水弛發芽率發芽率 金水:任

備 考

1
2
3
4

5
6
7
9

トドマッ 

同 

同 

同

グ口エゾ 

同 

同

アカエソ・

定山溪 

深川 

江差 

名寄

旭川

雜

富页虾 

下芦別

%52.1
44.7
28.1
51.0

79.2
80.5
74.6
55.0

%54.9
59.1
47.4
66.1

99.2 \
97.3
96.4
98.6

%4.63
3.79
9.53
13.86

6.67
7.35
6 23
8.79

务

15 0
4.0
18.7

34.0
60.0
19.6
46.9

%6.0
29.2
8.6

31.1

64.2
92.3
63.8
90.8

%8.78
8.75
10.68
11.16

8.72
8.73
8.73
9.72

密封听藏は税磨舍乾燥削使川せず

同 定山渓雪中 同

同 同 同
闩 闩アドソール利子ぐ同 同衆350ccに付7.5辭
同憂舍物碍跚制

同定山渓雪中乾煙州使川せヾ

,同 同 同

同 同 同

雪中將藏に際して,雪の踏み込みを何時施行すれば髭も能率的であるかを考 

察するに,靜雪を踏み込み一定容技の雪を可及的に長時間貯藏する爲には,略 

み固められた拔雪の密度が大なると共に硬度も大となるを要し,出來’るだけ雪
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の枝子・の空隙を無くして氷化せしめるを必要とする。而して紙2?の・種:の物理 

的性質は左記の二期に依り大いに性質を異にして居る。

(1) 紡’なが水を以て飽和されて居る時,即ち水分を多策に含んで居る時で 

降’耳の初期及び融:E期

(2) 成丁:が水分を殆んど含んで居らぬ時で,降・雪開始から駛Eに至る間の 

中間期で根辑の時期

(1)の場合の融;早期に於ては,椀は內の溫度は大般觀測時間に關係なく殆ん 

どー定で0C內外であり,秘な密度は上府,下層の密度の變化少なく,(2)の 

場合に比し非常に密度大で平均0.4〜0.5gr/cnドを示し,硬度も大なるも融或末・ 

期に於ては却って密度を増すにつれ,硕度は減ずる傾向がおる。(2)の場合に 

於て技あ:內の温度は雲表面下Im內外迄は,氣溫の變化に伴ひて變化し,積孝 

密度も大備!上盾より下層・に向ふにつれ,密度並に硬度を増大し平均0.2〜0.4 

gr/cm”內タトである。

是幣の性質を右する甘i:雪を踏み固めるには,(2)の狀況の场特に上層・の輕き 

丄:は踏み固めるには,容易でなく,又(1)の狀況の近は踏み固め或限度迄密度 

を増加せ・しめるうは容易であるが,その際の氣溫が氷點下に低下しなければ硬 

度を増し,氷化するのに困雄となって氣溫が餘り上昇せず,踏み固めたぎ:が夜 

間容易に氷化する時期に施行するを要する。この為には融雪:期に入る前後が有 

利であると考へられる。この他撒水又は聴等により氷化を助ける方法も者察し 

得るも,勿臨經濟的理由にょり可否決定するを耍す。

今囘人夫をして踏み固め,密度の變化を調査した結果は前記第1表の密度の 

積:Eを人夫で跡み固め,その表層・の密度を測定すれば0.574 (4囘平均)測定時 

の氣溫午後3時+2'Cで,その翌日午前7時30分氣溫+ 1°C,同一ケ處を調査 

した結果は0.593である。その後10日を經て同ケ處の密度を調査すると0.651で
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ある。之れにより踏み固める為にはー•度に:」濒を完成するより,數日にJLリ各 

居をよく氷化せしめた上造成するを,夏季の砲E•量を少くする爲イj利と者察せ 

られる。

m昭和十三年度札幌支局管內出張所施行種子貯藏成績

昭和13年秋季はトドマツ・エゾマッ共豊作で,翌14年度に開花する雌雄花の 

着生殆んど無く凶作を後想せられたので,各出張所共朗子貯藏を實行した。そ 

の內下記出張所を煩はして客秋共の資料の送付を受け,貯藏成紐を訓充した。

第20表

樹種種子產地貯藏ケ處 考

4.2卩q資料Jド灯34.2 1.5札帆トドマッ

三査料平］34.2
し聲灰2.5の割

10.3三資M平,50.2定山溪產トドマツ 同 18.5上

54.5 21.4 資同 53.3

50.0 12.3 資苦小牧 片小牧帝トドマツ

資!90.0同 同同 上 38.5エ/マッ 上

資!タ眼 26.0岩見漂 ドマッ 產
13.2gr

資I下芦別 an舞 蜘舍内物置ドマッ 33.7 0.3產 0.6
32.4gr

四資料平で上声別 ドマッ 上声別產 38.0 0.0I-

9.3函館 33.7 1.0

註 出班所に於て還元法で施行しれ結果は29.0%のia知あり〇

苫小牧出强所13啤 
地下秫子貯蔵康内

片小牧出張所13哪 
地下"貯蔵れ内

幾春別炭觥汽那株 
式會社莉斜坑适内 
溫度春2°c久12c

石油維種子1kgに付 
事アドソール10?筋 
漂白粉20grの割合

ブリキ維秘子1kgに 
付きアドゾール

フ・ ')キ製圆墉形貯藏 
縦秫子1kgに付さア 
ドソー ,レ50gr

定山渓トドマッ

粮鄉・U小熊倉康株式會社 
猥林七冲藏康溫度〇七

ブリキ製旧筒状盼藏 
維種子1kgに付きア 
ドソー ,レ45gr

ブリキ枷I膨形貯藏 
縱河孑I kgに付アド 
ソー,レ60.7gr,票白粉

離舞Jソ:田 
混合稀子

小橄內金山俺坑内焼酒がめ仙子1に對 
坑内溫度4〜18°c

コンクリ-卜地下 
阳藏匝内

同 上

同 上

プ リ・キ 維

石油維柿子1kgに對 
しアドソールlOOgr
焼酒がめ秫子1kgに 
アドソ・一,レ12.8gr

片邸祖听藏後食芽率］ 
貯職方法髒齢法沔元法備出張 

所名

ー資トドマッ
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但し貯蔵前の炎刃:率は各出張所夫々還元法に依り檢定したものを紀した。發芽 

W役結果を表示すれば弟20技の如くでおる。

貯栽ケ處別に之を視れば冷裁床・地下貯颇・坑道・物置箸;があって,その 

內トドマツは函飴・出張所の〇Cの冷栽麻內に貯藏せるものは,當場で調布せる 

ものの發芽率(還元法に依る)9.3%なるも出張所にて施行の分は29.〇%とあり, 

資料の不適によるか又は資料楡送途中の悪蠅であるか不明である。苫小牧13哩 

地下貯藏風の分並に小博內金山痘坑々道內の分に・一部成績やゝ良好なるものが 

あるのみであつた。

7ドゾールに漂白粉加用貯藏法に於ても,定山溪出張所の分や'佳良なる 

も,岩見澤出張所の分は成紐不良であった。貯藏成紐不良の原因は貯藏前後の 

狀況明らかでなく,推察するに困難であるが貯藏種了・の乾博%不充分や貯藏容部

の密閉完全ならざる爲と見られる。

以上の如く植子貯藏の現況は尙將來幾多改善を要するものが多い。

結 言

今囘の貯藏試驗の結果から視れば,貯藏ケ處に依る種子發芽率の影響は豫想 

に反して明瞭には認められずに種子發芽率の低下は僅少で,執れも實用上充分 

なりと思料せらるるも,出張所施行の貯藏の成績不振のもがの多いから將來密 

封の完全なることを要望する。從來の如くブリキ撇を牛田蠟で密封しただけで 

は不完全で,肉眼的には容易に發見し代ない微小な空隙から急激に外氣の水分 

を呼び,從って濕氣を容器內に停滯し秆［子に惡影缪と及ぼすものもある。故に 

徂用上更に便利なる貯藏容器の改良も必要である。即ち一年間の秋子•貯藏に於 

てのは貯蔵ケ處の問題より密封の完全.不完全が第一條件と認められ二.三年 

長期貯に於て低恒溫等が密封の問題と平行して影眇するものと思料せられ 

る。從って種子雪中貯藏もニケ年以上の長期貯藏にその必要が重耍視されるに
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至るものと考へられる。

摘 要

本貯藏試驗は北海道所在御料地で昭和13年秋に取したトドマツ•エゾマッ 

種:了•を用ひ各種の貯栽方法により試驗を施行して,その一•豆経過後の成績を嚮 

あしたものである。

(わ 貯蔵ケ處として定山溪e塚.苫小牧地下貯栽旅.奮鹿舍地下室・現拒 

舍物置の四ケ處に密封貯裁した成績は何れの箇所に於ても.特に著しい發芽率 

の低下を來したものなく,その優劣を決することは出來なかった。即ち一年間 

の短期間に於ては密封が完全であればこの程度の貯藏ケ處の氣溫のおは,問題 

にならないやうである。

(2) 消毒劑並に各種藥劑種子處理の効果は,トドマツに於ては兄汞.ウス 

プルン液冇効でタンニン.ヘテロキシン液も又効果が認められた〇クロエゾ・ 

アカエゾに於ても同樣ウスプルン.ヘテロキシン.タンニン液處理はイj効であ 

るが,トドマツの如く顯苦なる効果は認められなかった。

(3) 乾燥劑並活力抑制劑使用の効果は,トドマツに於ては木灰.生石灰・ 

アドゾール.鹽化カルシュ厶共に冇効であったが特に木灰.鹽化カルシュ厶は 

良好と認められた。クロエゾ.アカエゾマツはトドマツと少しく異なり生石灰 

及び橢化カルシュム等の强力な吸水劑は不良で,木灰は何れの楓極にも右効で 

ある。漂白粉.硫化加里はトドマツ・エゾマツ共に冇効であるが,耳寺にその効 

顯著であると云ふ事は出來ない。

(4) 貯藏前後の種子含水宛の變化と發芽率の關係を見るに,吸水力の强い 

乾燥劑は生石灰.豚化カルシュムでクロエゾ.アカエゾはトドマツに比して, 

乾燥に對し弱く是等の使用の場合種子含水量G %以下になる場合には,發芽率 

に惡影響を及ぼす。
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(5 )密封貯藏と布袋貯藏の爽芽率の・はトドマツには特に顯・普で,クロエ 

ヅマッはこれに次きアカエゾマツは殆んど差がない。即ち外氣の温氣に對し卜 

ドマツは特に敏員で悪影驟を受けやすい。

(6 ')秫了パ中貯藏法は,今囘の成枯は他の心藏法に比し優れた成績を示さ 

なかったが,独『•をニケ年以上貯藏の場合,又は貯栽容器に缺點おる場合には 

右効と思料せられ,尙將來引續き硏究を要する。その雪塚造成時期も融:雪期直 

前が適當し,多人數で一度に造るより2〜3名で數日を要して造成した方が,夏 

季減’ナ:员少きものと者察せられる。

(7 )昭和13年度住出張所に於て施行した壯藏?成績は佳:人でなく,將來貯 

蔵法に就て改善せられなければない。
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二・三林木に對する生長ホルモン劑の 

應用に就て

豫 報

技師 原ni 泰

技手 柳滞聰雄

緒 百............................................................ .

! 秫孑に用する應用..................................................58
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緖 言
■ >

1928年Utrecht大學植物學敎授F. W. Wentが初めて植物ホルモンに關す 

る硏究綸文を公にして以來,これの植物生理學並生化學領域に於ける硏究が急 

速に進展して,應用方面に於ても單爲結實の誘致・作物生育増進.生育期 

短縮並に増收•挿木繁殖に於ける發根の増進作用•癒合組織の形成促進等各方 

面に廣く硏究が進められ應用せられつゝある现狀である。林木を對照とするホ 

ルモン劑の應用方面に於ては,押木發根の増進を目的とする二•三の硏究があ 

るのみで,今後ホルモン劑の安價な供給を期待すると同時に,林木に對しても
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生長ホルモンの生理的意莪を简明し,應用的價値を檢討するを要する次第であ 

る。昭和14年1月以來主としてトドマツ•エゾマッに君する是瞽生長ホルモン 

劑の二.三の應用に關して試驗を績けて居るので,こ、に不取淞漁做として經 

過を報吿する次第である。.

!種子に對する應用

A種子の發芽生育に及ぼす響影

生長ホルモンが種子の發芽に及ぼす影铿に就ては,その成紀］は必ずしも一致 

して居らない樣である〇 Amlong Naundarf (1937, 38)に依れば古い貯蔵岳Ti『 

又は發芽不良の種T・をヘテロオウキシンで處理し,發芽率及び發芽勢を増進す 

ることを報じて居るが,又反對に茹彳ト常紀(1938)は水稻及び亞麻にHerbst 

(1939)はトマトの租!子に對しヘテロオウキシンにて處理し,共にその効果を認 
/

め得られなかった事を報じて居る。兄等甌々な成績が生ずるのは處理植物の種 

類に依存し.Graceの甘へる如く生長ホルモンに對する應應生理曲線を％にし 

てゐる爲と思はれる。Cholodnyは生長ホルモンが種子の發芽を促進する生理 

的機構の說明として,種子の胚にホルモンを右せず共の發芽は胚乳內のホルモ 

ンが,胚に移動して始めて可能になり,且つかゝるホルモンは水により胚乳の 

膨潤狀態に於て,.始めて活性となる故胚にホルモンを給與して催芽を來すと報 

じて居る。渋容常紀(1938)は之に基き落花生の休眠種子の幼根にホルモンを 

與へ,顯著なる發芽促進を得てゐる。又Cholodnyは春化處理(Vernalization) 

の現像は低溫處理によって,種子胚中のホルモン濃度を高めた結果であるとし 

て,ホルモン處理に依り燕麥に,又渋谷は棉.落花生に春化處理類似の現象を 

認めて居る。之は又MiroreかSager Pineの休眠種子に活性アウキシンを檢 

出せざるに之を寒冷居貯藏を行ふ時は可成りの濃度にアウキシンの出現を見, 

之と本行して種子は發芽し得ると言へるを裏書せるものであって,新妻五郞 

59

(1936)がトドマツ・カラマツ.ストローブ稀了・の低溫處理により發芽率並發芽 

势をやしく増進した結果の生理的原国を所らかにするものでおる。地等に基き 

トドマツ・エゾマッ共の他の菰県に生長ホルモンを給與する小に依り,その發 

芽に及ぼす影强を澗卉・した。

第一囘實驗

供試種广 クロエゾ(弟了屈床).アカエゾ(弟子屈産).カラマツ(新冠産)

昭和13年秋採取種了・

供試溶液 ヘテロキシン(Indol—3—acetic acid)三共製・’最初微柿の酒精

で溶解せしめ之を所要の水溶液とする。濃度〇・〇2%溶液
處處時間 12時間•24時間•48時間

施行時期 昭和14年6月22日和蔡•處理時間經過後直ちに常法に依る,(石

英砂使用)發券狀瞼を行ふ。

第1表

措 利
浸 

n.y=
藥 
間

發か

嘗汕吊,

率 淀芽勢 發芽 
開始11 備 考

i\:. 嘗,過 ft正

ク・エゾ
h

12 88.0 103.0 84.0 95.5 3 供做炖數各組

〃 24 78.0 85.7 76.0 97.4 2 共150杖

〃 48 86.0 100.0 82.0 95.3 2
〃 水 24 80.0 100.0 79.0 98.8 2

・ヽ
〃 比 舵 84.0 100.0 58.0 89.4 5 浸水せず

アカエゾ 12 30.7 99.0 27.0 90.0 3 以下比較のも 
の同じ

〃 24 58.0 89.3 53.0 91.4 2
〃 48 22.0 70.9 20.0 90.9 2
〃 水 24 30.0 90.9 29.0 96.7 3
〃 比 較 21.0 75.0 19.0 90.5 4

カラマ ツ 12 3.0 16.7 1.0 33.3 9
〃 24 11.0 17.5 2.0 18.2 8
〃 48 21.0 52.5 1.0 4.8 8
リ 水 24 2.3 8.5 0.0 0.0 12
〃 比 峻 13.0 37.1 1.0 17.7 6



處理成紐は第1表の如くである。共の他にヤチダモを郁了・侮舍飯と無侮'な腿 

とに分ち上紀と同一處理を行ったが,何れも發芽を見すに終った。

註 普通發芽勢とは締切期限をトドマツ20日,エゾマッ7日,カラマツ10日 

として共の間の發芽數を供試粒數にて除したる汀分率で,眞正發芽勢とは 

上記と同一期限內の發芽數を發芽締切期間中の全發芽數で除したものゝ石 

分率を言・ふ。

第二實驗

供試種子 トドマツ(夕張產)クロエゾ(夕張產)アカエゾ(弟子屈点)

昭和13年秋採集種子

第2表

樹 種
處理 發芽率 爽井勢 發芽

備 考
度 開始日

嘗.汕 ift il- 普通 H正%
トドマッ 0.01 29.4 49.7 19.0 65.5 7 供找说數200

〃 0.014 16.9 35.9 12.0 72.7 6
〃 0.025 15.7 32.3 7.5 50.0 8 比輟のしのは 

浸水せず
〃 水 16.7 28.7 4.5 28.1 8
〃 比較 9.0 20.9 4.0 44.0 7

クロエ/ 0.01 87.5 98.9 84.0 96.0 4
〃 0.014 85.0 100.0 82.5 97.1 4
// 0.025 90.5 99.5 84.5 93.4 4
〃 水 86.0 98.9 79.0 91.9 4
〃 比較 86.0 100.0 55.0 64.5 5

アカエソ 0.01 66.0 95.7 40.5 62.3 4
〃 0.014 63.0 86.3 33.0 52.1 4
〃 0.025 59.9 78.2 32.5 54.6 4
リ 水 54.5 80.7 29.5 54.1 4
リ 比較 59.5 .86.2 13.0 21.8 4

供試溶液 藥劑は第一實驗と同じ。濃度0.01. 0.014. 0.025%
處理時間 6時間
施行時期 昭和14年6月23日邊藥す。
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結 果 第?友の如くである。

第三實駛

供队郁r・ トドマツ(定山溪產)クロエゾ(旭川產)ブカエゾ(下芦別淺)

昭和13年秋採果,河年2月定山溪雪中貯藏(密封アドゾール貯藏。10月貯藏

第3表

樹曲! 處理
龄 
明間
發芽

衅池

冷！ 

曲11：.
發芽 

群廁

再｝上 

it J1：1
受芽| 

脚n 備 考

トドマッ 11 + S
h6 50.9 69.0： 5., 11.01 6 供淤炖數养

〃 H 6 58.5 72.2 で 9.8 6 組共300 tt

Il -t- S 12 66.7 79.1 8.3 12.9 6
Hはヘテロ 
キシ・レ

リ 11 57.8 73.8 10.7 19.5 5 sはサッカ

〃 1I+S 66.9 82.9 6.7 10.9 4 ローせ

〃 II 61.1 76.7 11.0 19.0 4 、、’は水の略

〃 S 61.3 71.3 7.7 12.9 6 比戦は浸水 
廿ず

〃 ヽV 12 64.7 81.5 6.7 10.5 7
〃 比舷 一 38.0 54.0 0.7 1.8 10

クUエゾ 11-1- S 6 61.7 100.0 25.3 41.1 5

〃 II 71.0 100.0 38.3 54.0 4
11+ S .12 67.7 100.0 32.0 42.4 4

〃 】［ 12 73.3 100.0 51.7 70.5 4
11+ S 24 81.1 100.0 63.3 77.9 4

〃 11 24 74.0 98.7 63.3 85.6 5
S 12 66.9 97.0 41.3 62.0 4
W 12 68.0 94.9 46.7 65.4

// 比較 一 70.2 98.0 8.0 11.4
アカエゾ 11+ S 6 42.3 96.9 21.0 49.6

〃 11 6 43.3 109.0 23.7 54.6
〃 H+ S 12:48.7 100.0 33.3 68.5 5

II 12 63.7 100.C 44.3 69.6 4
〃 11+ S 24 46.7 66.7 32.7 70.C 4
〃 11 24 44二 89. 33.3 75.5 5
グ S 12 44.7 75.' 28.C 62「 4
〃 W 12 43.( 97.( 27.( 62よ 4
リ 比暇 .—

! 4〇., 95.： 8.： 2〇.- 6



ケ處より取出す)。

供試溶液 ホルモン劑は第一.第二實驗と同樣濃度は〇.01%液で他に化學

用サッカローゼ5.0 %の割に混じたのを用ひた。

處理時間 6時間•12時間.24時間

施行時期 昭和14年11月4日浸藥

結 果 第3表の如くである。

以上三實驗の結果より視れば

第一實驗

(1) エゾマッはホルモン處理に依り,發芽が阻吿せらる、樣であるがカラ 

マツは反對に促進せらるる。

(2) エゾマツに於ては短時間處理の方發芽率佳良であるが,カラマツは反 

對に長時間48時間處理の方良好である。

(3) アカエゾに於ては24時間處理,カラマツに於ては48時間處理の分,比 

較の分に比して發芽率増進してるが他は反對に減少を示し,クロエゾは24時間 

處理を除いては處理せるものも比校のものも同樣であった。

第二實驗

(1) トドマツに於てはホルモン處理のものが比較のものに比し,發芽率並 

發芽勢共に良好で,大體に於てホルモン濃度の稀薄なる方成績您良てある〇

(2) クロエゾに於ては處理せるものが無處理のものに比し,發渉率並發芽 

勢共にや、良好なるもその差は撕著でない。

(3) アカエゾは〇.01%液處理のもの,比較のものに比し發芽率.發芽勢共 

增進するも,他の處理のものはその効果はない。

第三實驗

(1)發芽率はトドマツに於ては24時間處理のもの,アカエゾに於ては12時 

間のもの,クロエゾに於ては處理のもの全部が比較のものに比し良^}*•であるが, 
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その差は僅少である。

(2.)發芽勢は浸藥時即長きもの住良でおるが,是はホ儿モンに依る促進作 

用なりと見做されない。

(3 )ヘテロキシンにサッカロ ーゼ添加せ・る場合エゾマツでは發芽を阻書せ 

しむる樣であるが,發芽率に当しては一定の傾向が認められない。

以上を綜合すれば

(1) 各樹泓孫液濃度义は處理時間の變ると共に神法なる結果を生じ,明 

弑なる倾向を示さない。是れは恐らく處理時の實驗條件が重要で,それにより 

寅験結果が左右されるものと思はれる。

(2) 一般的傾向としてホルモン濃度髙きもの,又處理時間の長き場合には, 

發芽に對し阻害作用ありと認められる。

(3 )ホルモン處理が適正な場合にはエゾマツの如き發芽の容易な秋子に對 

しては,その効果は無處理のものに比じぎしくないが,トドマツの如く發芽に 

長日數を要する種:子・に於ては,その發芽促進の効果が顯著に現はれる。

又植物の利I子,發芽桃子或は幼植物にホルモンを與へる事に依り,植物體 

の生育促進或は開花期促進並收獲物増收等の現象が認められるも,之れはホル 

モン處理によって惹る根系の特殊發達を一つの原因に歸して居るやうである 

が,波谷常紀(1938)は棉に於て誣子のホルモン處理を行って植栽された幼植 

物が,側根を多數發生せると共に根系形態を異にすることを認めて居るしそ 

の他无干の植物に付き夫々そのホルモン處理の右効なる實驗成績がある。それ 

故こゝに前紀第二實驗と同一處理を施した種子を,月寒試驗苗圃に播種して共 

の後の發芽生育を胴査した結果は第4表の如く,・トドマツに於ては處理せるも 

のは發芽率.徊苗率共に比較のものに比し良好であったが,クロエゾに於ては 

反對に比較のものの方良好である。又アカエゾは〇・〇14%. 0.025%濃度のもの, 

比較のものより良好であるが,〇・〇1%のものは劣ってる。即ちエゾマツの如き
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弱小粒種子に於ては,その存立には圃埸に於ける他要素の影理が大なる爲,明 

瞭にホルモンのみの影響を認むること困難と思料せらる。

第4表

樹 種 濃 度
网 場
發芽率

存紅｛率 備 者

トドマッ 0X)1 6.7 85.7 各靈とも2m:即J在
グ 0.014 10.4 77.9
〃 0.025 7.4 81.0
〃 比 較 6.3 81.8

クロエン 0.01 9.5 38.1
〃 0.014 6.4 43.7
〃 0.025 10.1 38.5

比 ¢5 12.6 38.6
アカエソ 0.01 5.0 67.6

0.014 8.1 .59.3
0.025 6.7 61.0

グ 比 較 6.0 49.6

尙同年10月標準苗木10本宛選定して調査した結果は第5表,第6表の如くで 

ある。

第 5表

樹種

トド 
マッ 

f/

〃

リ
クロ
ェX

グ

リ
アカ
ェX

〃

リ

リ

幹長"幹徑
處理 
別

1.90
2.26
2.39

18.7
16.8
16.4
18.0
39.1
44.1
55.9
34.8 0.1

cni
9.78
12.58
9.85
12.17
8.45
8.52
7.03

1.0269： 0.7031 
1.07541 0.5305 
0.7246 0.4501 
0.8555 0.5594 
0.2709 0.2259 
0.440〇| 0.3187

0.108 
0.111 
0.098 
0.106 
0.072 
0.058
0.067

%\ CII 0.01 12.36 
0.014 2.61
0.025,2.24 
比較13.03 
0.01 | 1.98 
0.014. 2.10 
0.025 2.39
比較

0.01
0.014
0.025； 2.57

0.2130
0.1996
0.1700
0.2638
0.1295
0.1439
0.1581 0.4848 0.4036

6061 0.3900 0.2835

|主呻n葉ー』 
|畏械!幹

0.074 
比 岐1.820.071

•生 36 量
根］•葉

0.078 6.53 34.8j0.l606 0.3900 0.2835 
0.08010.21 70.0 0.122610.4013 0.4043 
0.085 10.07 62.8 0.1176 0.4237 0.4228

9.86,75.4 0.1521 0.4009 0.4498； 
8.15 52.010.0695! 0.3212 0.36201

任 乾 煙匝卯: 仰 |T〜 心

.；!■ 幹 根 葉 (計 r艙

1.940? 0.0896 0.2650 0.2309 0.5855 gr 0.89 L2I
1.8056 0.0955 0.2466 0.1996 0.5417 0.68 1.2C
1.3447 0.0791 0.1984 0.1703 0.4478 0.86 1.26
1.6787 0.1022 0.1938 0.1805 0.4765 0.96 l.-i
0.6164 0.0603 0.0824 0.1077 0.2504 1.28 2.04
0.9026 0.0528 0.1088 0.1322 0.3038 1.05 1.7,
1.0515 0.0727 0.1288 0.1804 0.3819 1.17 1.97
0.8341 0.0654 0.1039 0.1208 0.2901 1.14 1.79
0.9282 0.050? 0.1160 0.1823 0.3583 1.31 2.0】

0.9641 0.0583 〇 107610.1896 0.3560 1.28 2.31
1.0019 0.0751 0.1189 0.2032 0.3972 1.50 2.34
0.7527 0.0395 0.09371 0.1435 0.2767 1.34 1.95

註 生垂量:•乾燥血/止'110水の合針•如:暈なり
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第6表

卵
處 
理 
別

姑一次伽快
致ーJゆ 

〇.%.nO.^en, 〇.%.. 
以下以上以上

•弟二次 1!リ HI
ー均E 

〇•.'い 1 
以上

・弋次管・呷5枚致階黑

〇•5cm 
以下

〇 
以上

3«5cin 〇•5cii 
以下以上

〇〇・うぐ1い〇•う前 
以上以下,以下

〇・?cm
以J- 叶 合叶

トド
マワ 0.01 9.2 18.2 cm41.22 106.4 19.8 an18.28 26.6 3.2

cm 
2.02 2.6 144.8 41.2 186.0

an
61.52

0.014 12.2 18.6 41.26 10X8 15.4 13.98 20.4 0.6 0.38 142.4 34.6 177.0 55.62
0.025 13.0 19.6 39.44 99.4 2.6 1.96 4.4 — 一 116.8 22.2 139.0 41.40
JL；< 5.6 15.0 29.14 74.4 6.8 5.08 3.8 — 一 一 83.8 21.8 105.6 • 34.22

クn x y 0.01 19.8 10.8 20.24 73.6 6.2 6.50 33.0 1.2 0.68 3.6 130.0 18.2 148.2 27.42
n 0.014 18.0 12.2 26.44 87.0 10.2 9.86 24.6 0.2 0.10 一 129.6 22.6 152.2 36.40
り 0.025 9.2 11.0 25.38 1160 17.4 17.14 27.2 1.8 U0 0.6 153.0 30.2 183.2 43.62

比輟 7.2 11.0 22.10 95.4 17.8 14.94 54.8 0.7 0.20 0.2 157.6 29.5 187.1 37.24
アカX x 0.01 16.4 13.0 29.56 187.8 7.2 5.56 26.8 — 一 0.2 231.2 20.2 251.4 35.12

〃 0.014 14.8 13.6 23.76 116.0 4.6 2.94 10.6 一 — — 141.4 18.2 159.6 26.70
0.025 17.2 14.4 22.84 121.8 9.4 6.84 26.4 0.2 1.10 一 165.4 24.0 189.4 30.78

〃 比較 10.0 17.2 30.72 190.2 3.8 3.16 10.8 0.6 0.40 '•2 212.2 21.6 233.8 34.28

以上の結果より視れば

(1) トドマツは〇 •014%,クロエゾは〇 ・025伤の濃度に於て比較のものに比 

し,幹長或は幹徑に於て劣るが主根長及び根部匝址に於て優り,地下部の發達 

良好なるを示すが,他の處理區はその優劣を決定し難い。

(2) アカエゾに於てはホルモン處理せるものは比較のものに比し,各因子 

共優れて生育良好である。ホルモン濃度に依る差は明瞭でない〇)&
(3 )各苗木の側根の本数及長さより視れば,トドママに於ては處理せるも 

ゆは何れも本數,長さとも比較のものに比し多大で,その內ホルモン濃度稀薄 

のもの程側根の發達は良好である。

(4) クロエゾに於ては,最も濃度高き〇 .025%のもの側根總長最も長く, 

濃度薄くなると共に側根數及長さ劣り〇.01,0.014%のものは共に比較のものに 

比し,側根の發達が悪い。

(5) アカエゾに於ては〇.01%のもの比較のものに比し優れてるが,他の處
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理のものは共に劣ってる。

B藥劑處理の種子貯蘇力に及ぼす影饗

生長ホルモンと酣・貯藏カとの關係に付いては二・三の說があり,Nielsenが 

カブラ・ツメウマゴヤシ・オホムギ等の種『よりAspergillusの生長を促進す 

る生長ホルモンを抽出したが,この種子に含まれてゐる生長ホルモンの卅:は20 
年位保存せられた種子に於ても,殆んど變化はなく然も發芽率は數年後に箸し 

く低下することに依って發芬力と生長ホルモンとは關係がないと考へられてゐ 

る。又Boysen Jansenが馬鈴蓉の如き休止狀態にあるは,生長ホルモンの缺乏 

に依って起こされたものであると言ふ從來の那へは,馬鈴著の塊莖をアルコー 

ルで處理して,生長ホルモンが抽出された密に依り否定せらるゝ小になり,未 

だ此の問題に關し明確な決定は與へられて居らぬ。然しGrace (1938)はフォル 

マリンが種子の生長ホルモンを不活性化する作用が右ることを述べたHenry 

(1938)の說を認め,フォルマリン消毒をせる種子に生長ホルモン劑を添加し 

て,消毒に依る發芽步合の減少並共の後の發育不良を防止したが,これ等の問 

題は貯藏種子の消毒に際し今後猶ほ考究されべきものであらう。今トドマツ・ 

エゾマツ種子をホルモン齋!に處理し,その貯藏力に及ぼす影響を綢査し・た。

使用極子 トドマツ(深川產)クロエゾ(雜)アカエゾ(下芦別產)各昭

和13年度採果種了。

貯藏法 500cc入の廣口瓶に極子を入れ,その上部に就燥劑としてアド 

ゾールをトドマツは律子重量の30%,エゾマッは40%を寒冷沙に包んで入れ共 

栓を以つてパラフィンで密封した後,これ等廣口瓶をブリキ虢に再び密封して, 

定山溪の稲子貯藏用雪塚內に入れて貯藏し一夏經過後に一部取出して調査し 

た。

ホルモン處理法 ヘテロキシン〇.〇1%液に18時間浸藥後室內に2幾夜:乾燥 

したものを使用した。
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貯藏結果

常法による發芽状驗並に還元法による發芽試驗の結果より,眞正發芽率(淡, 

帆又は虫缶柿子•を除き內容おる械了•に封する狡芽率)を鼻出すれば第(;表の如 

くである。次に師「の生活力の强弱を比段する信には!3元法つ呈色反應に依り 

判定するを便として,從って圃場發芽率を推定し得る。今肚の呈色反應を黒(D 

灰(b)•白(c)として腫表面誠の呈色反應の如何により弟8表の如く1〇秋に 

區別し,各樹種につき內容を冇する就了•に對するTf分・3算出すれば第7表の 

如くである。 <

第7表

第8表

樹 毬 慮 理 刖
眞 正 發 芽 率

•渚 法 遺元 法

卜 ド マ ッ へテロキ シy 59.9 - 63.2
〃 無 處 理 5少」 29.〇

り 口 エ ゾ ヘテロ中 シX 96.7 35.3
〃 無 處 理 97.3 30.8

ア カ エ ゾ ヘテロキ シX 92.7 30.8
〃 無 處 理 98.6 28.2

ト ド マ ッ ク ロ ェ X アカ エ ゾ

呈色反眠 ヘテロ 
キシA 無處理

ヘテロ 
キシA •無處理

ヘテロ 
キシA 無處理

% % % % i0 孔3a 1.1 — 一 一 3.2
2a-bb 69.7 18.8 18.2 13.9 10.3 13.5
a 4-21) 22.3 13.6 29.8 26.3 30.3 13.6
2a+c 4.0 11.9 1.2 3.0 0.7 1.9
a 4-2c 一 22.1 13.6 16.5 11.7 —

a4-b 4-c 一 19.3 6.6 4.9 8.3 11.6
3b 1.7 3.4 18.6 19.2 21.4 21.3

2b 4-c 0.6 0.6 5.8 6.4 7.6 16.8
b-r2c 一 6.3 1.9 4.5 6.9 11.6
3c 0.6 . 4.0 4.3 %5・3 2.8 6.5



68

以上の結果より視ればトドマツは常法に依る發芽率は大差ないが,還元法に 

依る埸合にはホルモン處理の分明瞭に發芽率良好である。これは郁『の腫の活 

カ旺盛なものの多いことを示すものである。即ちトドマツに於ては,ヘテロキ 

シン處理に依り貯藏種:了・の胚の活力を旺盛に保たしむるにイj効で,その結果岡 

場發芽生育を良好ならしむると思料せらる。クロエゾ・アカエゾは共にトドマ 

ツの如くその効果は認められない。常法に依る場合は反賞の結果であるが,還 

元法に依る埸合や、無處理のものに比し發芽率良好で,既の活力の强きもの多 

いことを想像し将る。即ち以上の實驗に依ればトドマツは明瞭な成績を示し, 

エゾマツはその成紐衅明でないが,生長ホルモンの柿頰及濃度・處理法にょり 

更に詳細調査する必要がある。又之等貯藏秋了の岡場に於ける成績は目下試驗 

中である。

I［揷木に對する應用

挿木に對するホルモン處理の効果は,發根率の増進•根系の增加.發根まで 

の時間短縮の三點を舉げ得られる。又最近杭物の發根には生長素の他に第二要 

素の存在が必要であり,こ%第二要素は植物の種類に依り夫々薦柄・而译浏f. 

ビタミンB・ビオチン等であると認められ,石井盛次(1939)はスギに於て 

Thimann, Delisle は松類に於て砂皆を,Went, Bonner 及 Warnncr (1938)は 

Camilia及其の他の植物にビタミンBを第二耍索として報じて居り,又石井盛 

次は第二要素を併用することに依りアウキシン根度及處理時間の冇効貌圍が著 

しく廣範圍になることを認めてる。而してホルモン處现は一般挿木法で發根容 

易な植物には,非常に効果大であるが發根の困難な植物ではその効果も亦彫い 

のであり,又先天的に挿木不可能な極類も知られてをり,之はWent 一派の唱 

導して居るが如く發根に關する特殊物質の缺乏によることが眞であるとすれ 

ば,此の種の植物は生長ホルモン處理に依る發根が絶垩である。Abies, Picea 

69

JKの林木は一般に扌帀木困難なものと見做され,TinkerはAbies grandisを處理 

し發根セ口られなかったと報じ,又至極音信はトドマツはフェニル濫酸。處理 

効果は思められヰ,エゾマッに於て同ほ處理し1〇本の內2本の發根を報じて居 

る。併し從來挿木發根の因却:とせられて居る植物わ中にも,季節に依り又生長 

ホルモンの處理方法により或は他のあ二一要素の併用處理に依り發根に成功した 

ものが少くない故,今後一應は各樹秘に付き檢討する必要がある。

今囘トドマツ・エゾマッ.ポプラ等の挿木に應用を試みた結果は次の如くで 

ある。

供試試料 トドマツ•クロエゾ・アカエゾ定山溪卻料地床を用ひ(挿秘採

取母樹の年齢は程・中・川:と三階級に分ち天然林より採取)共の他ポプラ・空 

幣札幌產を川ひ,挿穂の大さ25cm內外のものを用ふ。

浸藥濃度及處理時間 三共製ヘテロキシンを用ひ,〇.04%. 0.02%. 0.01%

に分ち夫々24時間没藥す。比較のものは同時間水中に浸す。

施行時期 昭和14年7月22日

第9表

處理成績 發根成績は施行時期が眞夏なることと,トドマツ・エゾマツ技 

摘要 A (1發根せるもの Bは郝木施行拈I煤と形態上何等の史化を誌め得・ざ3も

の Cは枯死せるもの

〇•04% 〇・〇?% 0.01% 比 較 监・ 供試

尚 A B C A C A B C A B C 木教

卜 ドマッ 〇 1 14 〇 〇 15 〇 1 14 〇 2 13 60
ク ロエゾ 〇 1 14 〇 〇 15 〇 〇 15 〇 〇 15 60
T カエゾ 〇 4 11 〇 5 10 〇 3 12 〇 4 11 6C
ポ フ・ラ 7 〇 3 6 〇 4 5 〇 5 6 〇 4 40
ク V 〇 〇 5 〇 〇 5 〇 〇 5 〇 •〇 5 2C

條採集より挿木處理までの長時間を經過したるため,一般に成績不良であっ
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た。而して11月30日に調査せる結果は第9表の如くである。

挿木容易なポプラの孕發根した。ボプラの發根の狀況は以眞1の如くで,細 

あせる結果は第10表の如くである。

壑

cm
0.426
0.441
0.436
0.384

|の長’
5

cm
23.8
25.6
22.7
26.0

處理挿穂［巾央 |/t\ or.l

濃度

～%0.04
0.02
0.01
比輟

生

抑穂I 
g 3.3491
3.9629
3.3520
3.3489

皿

37.7

0.2280
0.4461
0.2812
0.0386

159.5
25.6

100.0
197.0
93.0
62.5

14.7
10.3
11.9

49.5
29.0
26.0
11.5

cm
58.7
25.8
26.9
10.3

I cm1.5, 14.0 47.3 
—I 26.0114.0 
—37.0

8.5

„ 第一次根EJし二次根
一 1～～數 |總叫__數 總畏

m m I o.5Hn|O«5cjii'O.5cin 0-5ctn 0-5cm|0.5cin 
以伐R桀以下以上以上以下以上以上

註 根部數並總畏の長さ(12木平均他の項目は發根せろ加木な全部:洲琏して平均す。

即ちポプラに於ては發根せる第一次根は〇.01%處理のもの最多で,比較のも 

の最も少し。二次•三次根は〇.01%處理のもの少く反對に0.02〜0.04%處理の 

もの多く,發根總長は〇.01%のもの最も長く結局〇.01%以上の濃度で處理のも 

の却って藥液に依り,根部の伸長を阻害せられたものゝ如くである。

尙ホルモン處理に依らざるエゾマツ挿木の從來の硏究は渡邊ー(1938)は千 

歲苗岡に於てクロエゾ發根80%の好果を得,又鶴田作男(1932)は苫小牧御料
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地に於てアカエゾ及びクロエゾに付き二•三の實驗がおり,クロエゾ・アカエ 

ゾは共に發根困難なるも下可能でなく,抑即の時期・挿刖施行個處並挿穂採集 

の母樹の狀況に依りて,その成桢が左右せられるを以って,今後ホルモン處理 

に花いて此の點實扱を要するものとす。

結 言

トドマツ・エゾマッに叫する生長ホルモン劑の應用は充分滿足すべき結果が 

彳〇られずに終ったが,殊,こエゾマッ秋广はホルモン處理の効果は明瞭を缺めた 

が,トドマツ秋子•に對しては適iEなる處理が紙題的効果があるものと認められ, 

ス揷木に於てはホルモン處理により發根數の増加を促し,挿木施行時期が限定 

せられざる點に於て實用上應用價値があると思龙せられ,兎角生長ホルモン・が 

植物生長現象と密接な關係をイjし,畏:を統制する策要な因子の一つであること 

は明らかなる故,林木內に於ける生長ホルモンの生理的機能を明にすると共に, 

その應用方面に於ても適用を誤らざる様に硏究を要する。
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